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一
九
八
六
年
度
第
一
回
会
員
総
会
報
告

一
九
八
六
年

(

昭
和
六
一
年

)

四
月
四
日

(

金
)

、

東

京

•
日
仏
会
館
二
階
会 

議
室
に
お
い
て
、
評
議
員
会

(

三

〜

四

時)
、

会
員
総
会

(

四
〜
五
時
)

が
開
か 

れ
た
。
議
題
は
、
次
の
ょ
ぅ
で
あ
っ
た
。

①

一
九
八
八
年
秋
の
第
五
回
コ

a

ッ
ク
参
加
の
件
②
役
員
改
選
の
件 

③
会

務

報

告

④
そ
の
他

先
ず
第
一
の
①
に
つ
い
て
は
、
総
会
直
後
に
四
月
付
で
学
会
事
務
局
が
次
の
ょ 

ぅ
な

手
紙
を
全
会
員
に
発
送
し
た
の
で
、

こ
こ
に

再
録
す
る
。

第
五
回
日
仏
コ
ロ
ッ
ク
が
、

一
九
八
八
年
の
秋
に
、
今
度
は
日
本
で
開
か 

れ

ま
す
。
そ
の
中
の
一
部

門
と

し
て
参
加
を
希
望
す

る

学
会
は
、
来
年
の
春
ま 

で
に
企
画
を
具
体
化
し
て
、
日
仏
会
館
の
学
術
委
員
会
ま
で
、
届
け
る
必
要
が 

あ
り
ま
す
。

本
学
会
と
し
ま
し
て
は
、

希
望
す
る
な
ら
ば
、
「東
洋
学
」

部
門
を
立
て
る 

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
学
会
は
色
々
な
研
究
分
野
を
含
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
 

「東
洋
学
」
の
中
に
幾
つ
か
の
分
科
会
を
作
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
〔こ
の 

件
は
、
昨
年
十
一
月
の
帰
国
報
告
会
の
通
知
葉
書
の
中
に
、
既
に
幾
ら
か
触
れ 

た
こ
と

で
す
が
、〕
例
え
ば
、
イ
ン
ド
学
仏
教
学
、

東
南
ア
ジ
ア
史
、

チ
べ
ッ 

ト
研
究
、
道
教
と
仏
教
、
日
本
上
代
文
学
、
中
近
東
ア
ジ
ア
政
治
史
、
等
々
で
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す
。
そ
の
よ
う
な
分
科
会
を
企
画
さ
れ
る
方
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
御
意
向
だ 

け
で
も
、
こ
の
秋

§

、
本
学
会
事
務
局
に
御
通
知
下
さ
い
。

但
し
、
企
画
実
現
の
為
に
は
、
立
案
と
同
時
に
、
そ
の
分
科
会
の
責
任
者
は
、
 

次
の
仕
事
も
並
行
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

①

 

分
科
会
の
テ
ー
マ
•
名
称

②

 

フ
ラ
ン
ス
側
責
任
者
の
決
定
〔そ
の
方
に
は
フ
ラ
ン
ス
代
表
団
を
組
織 

し
て
頂
き
ま
す
。〕

③

 

期

間

〔普
通
、

一
週
間
前
後
〕

し
か
し
、
開
催
と
閉
会
の
日
時
に
つ
き 

ま
し
て
は
、
日
仏
会
館
に
お
け
る
合
同
の
開
会
式
や
閉
会
式
や
レ
セ
プ
シ 

ョ
ン

も
あ
る

こ
と
で
す

の
で
、
分
科
会
だ
け
で
独
自
に
決
め
る

こ
と
は

難 

し
い
で

し
よ
う
。

④

 

会
場
—

東
京
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
企
画 

に
合
っ
た
場
所
を
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑤

 

日
本
側
参
加
者
数
の
把
握

⑥

 

フ
ラ
ン
ス

側
来
会
者
数
の
把
握

往
復
旅
費
と
、
日
本
で
の
会
議
期
間
の
滞
在
費
の
半
額
は
、

ば
、

フ
ラ
ン
ス

側
の
負
担
。
従
っ
て
、
日
本
側
は
そ
の
他
の
諸
経
費
を
、
 

フ
ラ
ン
ス

側
参
加
者
の
数
と
、

〔
こ
れ
は
現
実
に
は
、

開
催
間
際
ま
で
確 

定
は
難
し
い
の
で
す
が
〕
日
本
側
の
参
加
見
込
み
数
に
従
っ
て
用
意
し
て 

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

各
分
科
会
は
、

い
わ
ば
独
立
採
算
制
で
動
く
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
そ 

の
経
費
の
調
達
は
、
そ
の
分
科
会
責
任
者
〔と
そ
こ
へ
の
参
加
日
本
人
〕

の
仕
事
に
な
り
ま
す
。

発
表
を
し
な
い
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
関
す
る
諸
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨 

年
の
パ
リ
の
コ
ロ
ッ
ク
で
の
経
験
か
ら
し
ま
す
と
、
ヶ
ー
ス

.

バ

ィ

•
ヶ 

丨
ス
で
¥1

断
す
る
し
か
な
さ
そ
う
で
す
。

⑦

 

会
議
議
事
録
の
出
版
計
画

⑧

 

必
要
が

あ
れ
ば
、

通
訳
の
確
保

去
年
の
コ
ロ
ッ
ク
で
の
経
験
か
ら
、
以
上
の
用
件
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
 

分
科
会
責
任
者
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
来
春

|
ま
|

で

に

見

通

，し
¥

知
1

^

^

、
 

本
学
会
事
務
局
に
御
通
知
下
さ
い
。

一
分
科
会
し
か
出
来
な
か
っ
た
場
合
は
さ
し
て
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
複 

数
の
場
合
に
は
、

評
議
員
会
或
い
は
幹
事
会
を
開
い
て
、

「東
洋
学
」
と
言
う 

大
き
な
部
門
の
中
で
、
各
分
科
会
が
そ
れ
ぞ
れ
旨
く
機
能
す
る
よ
う
に
協
議
す 

る
こ
と
に
な
り
ま
し
よ
う
。

②
役
員
改
選
の
件
に
つ
い
て
は
、
(
こ
れ
も
前
掲
文
章
と
一
緒
に
す
で
に
通
知
ず 

み
で
あ
る
が

)

全
員
留
任
と
決
ま
り
、
新
ら
し
く
評
議
員
に
、
森
安
孝
夫
、
山
中 

一
郎
、
羽
田
正
の
三
氏
が
推
挙
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
(羽
田
正
氏
は
幹
事
も
兼
ね 

る
)。本

学
会
で
は
、
会
則
第
八
条
に
よ
っ
て
、
評
議
員
会
の
う
ち
か
ら
、
顧
問
、
会 

長
そ
の
他
の
役
員
全
て
が
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
評
議
員
に 

つ
い
て
は
、
第
七
条
に
「本
会
は
評
議
員
会
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
評
議
員
は
会 

員
総
会
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
。
評
議
員
の
任
期
は
ニ
年
と
す
る
が
、
再
任
を
妨
げ
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な
い
。」

と
だ
け
あ
っ
て
、
そ
の
選
出
方
法
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
し
内
規
も 

な
ぃ
。

そ
こ
で
、
今
回
役
員
改
選
の
時
期
に
な
り
、
そ
の
手
続
き
が
問
題
に
な
り
、
評 

讓
員
会
と
会
員
総
会
と
の
両
方
で
議
さ
れ
た
が
、
結
論
は
出
な
か
っ
た
の
で
、

一
 

応
今
回
は
決
定
は
見
送
り
、
事
務
局
で
継
続
審
議
し
て
来
春
の
総
会
で
改
め
て
議 

す
る

こ
と
に
な

つ
た
。

本
学
会
の
会
則
は
、
日
仏
会
館
の
他
の
関
連
学
会
の
会
則
を
参
考
に
し
て
、
再 

発
足
の
準
備
会
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
は
、
厳
密
に
言
い
出
し
た
ら 

議
論
は
果
て
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
、
反
っ
て
動
き
が
と
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ 

る
。
本
学
会
の
成
立
当
初
の
事
情
か
ら
考
え
て
み
て
も
、
余
り
厳
密
に
選
挙
規
定 

な
ど
作
ら
な
い
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
必
要
は
今
の
と
こ
ろ
い
ら
な
い 

の
で
は
な
い
か
、
と
い
ぅ
発
言
も
あ
っ
た
。

(

結
論
に
つ
い
て
は
、

次
号
の
第
二 

回
会
員
総
会
の
報
告
に
記
す

)

③
会
務
報
告

一
、
昭
和
六
〇
年

度

(

昭
和
六
〇
年
四
月
一
日
〜
昭
和
六
一
年
三
月
三
一
日

) 

会
計
決
算
報
告

フ
ラ
ン
ス

政
府
の
補
助
金
五
万
円
が
、
本
年
度
分
と
し
て
、
十
月
ニ
九
日
付
で 

本
学
会
に
支
給
さ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス

政
府
な
ら
び
に
日
仏
会
館
に
謝
意
を
表
す
る 

も
の
で
あ
る
。

日仏東洋学会昭和60年度〈昭和60年 4 月 1 日〜昭和61年 3 月31日〉会計決算報告

収 入
普通会員会費〈54名分〉 162,000

利 息 1，353

繰 越  金 48, 610

日仏会館より補助金 50, 000

合 計 261,963

支 出

印 刷 費 121,2000

内訳①『学会通信』第 4 号製作費 50, 000
② 『学会通信』第 5号製作費 70, 000
③ハガキ印刷代 1，200

通 信 費 60, 600
内訳①『学会通信』第 4 号発送費 17, 000

② S 60. 6. 7.総会案内往復ハガキ代 8,800
③ S 61.4. 7.総会案内往復ハガキ代 8,800

④ゲラ発送関係切手代 2,000
⑤ 『学会通信』第 5 号発送費 24, 000

会 議  費 10,500

消 耗 品 費 （封筒，印章，コピー，ネームバ ソデ） 11，060

支 払 報 酬 費 6,000

合 計 209, 360

総収入— 総支出=261，963— 209, 360 =  52, 603

昭和60年度残金52,603円は，昭和61年度への繰越金とする。

上記の如く相違ありません。
昭和61年 4 月 2 日

日仏東洋学会会計監事 池 田  温趣)
日仏東洋学会会計監事 原 實@

④
そ
の
他

学
会
事
務
局
の
件
が
諮
ら
れ
た
。
前
述
の
第
五
回
日
仏
コ

a

ッ
ク
の
準
備
に
っ 

い
て
の
連
絡
文
と
一
緒
に
、
こ
の
件
も
す
で
に
四
月
中
に
全
会
員
に
通
知
ず
み
で
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あ
る
が
、
記
録
と
し
て
こ
こ
に
再
録
す
る
。

事
務
局
移
転
の
件
が
議
題
に
の
ぼ
り
、
先
ず
そ
の
理
由
が
次
の
ょ
う
に
説 

明
さ
れ
ま
し
た
。

一
、 

日
仏
会
館
の
フ
ヮ
ィ

H

室
の
一
隅
に
、
日
仏
会
館
関
連
学
会
の
事
務
室
は 

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
学
会
宛
の
郵
便
物
や
通
知
状
が
他
の
学
会
の
と
混
じ 

っ
て
し
ま
う

こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
何
回
か
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
失
く 

な
っ
て

し
ま
う
と
い
う

事
故
ま
で
に
は
未
だ
到
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
今
後 

の
こ
と
は
判
り
ま
せ
ん
。
実
は
、
会
員
が

サ
ロ
ン
と

し
て
使
う
時
の
た
め
に 

と
、

会
員
有
志
が
金
を
出
し
あ
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
類
を
買
い
、
ち
ゃ
ん 

と
学
会
の
名
前
を
書
い
て
部
屋
に
置
い
て
い
た
も
の
が
、
今
度
の
総
会
の
時 

に
行
っ
て
見
ま
す
と
、
あ
と
か
た
も
な
く
消
え
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
会 

費
は
振
り
替
え
で
来
ま
す
か
ら
、
事
故
は
殆
ど
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
用
心 

に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
常

時

〔事
務
局
員
が
〕
詰
め
て
い 

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
返
信
を
必
要
と
す
る
手
紙
類
に
間
に
合
わ 

な
い
場
合
も
出
て
来
ま
す
。

二
、 

日
仏
会
館
の
関
連
学
会
は
日
仏
会
館
内
に
事
務
局
を
置
か
ね
ば
な
ら
な
い 

か
の
ょ
う
に
、
こ
れ
ま
で
は
思
い
込
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
必
ず
し
も
そ
う 

で
は
な
い
よ
う
で
す
。

右
の
ニ
理
由
で
、
事
務
局
は
主
幹
〔事
務
局
長
〕
の
と
こ
ろ
に
置
く
の
が
宜 

し
い
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
次
の
住
所
に
移
転
が
決
定
さ
れ

ま
し 

た
。

©

一
六
ニ
 

東

京

都

新

宿

区

戸

山

一

ー

ニ

四

—

一 

早
稲
田
大
学
文
学
部
八
階
福
井
文
雅
研
究
室
内 

@
 

(〇
三
)

二
〇
三
—

四
一
一
一
内
線
ニ
四
八
ニ

(

研
究
室
) 

研
究
室
が
出
な
い
場
合
は
、
内
線
ニ
ニ
六
一
の
教
員
室
受
付
に 

御
伝
言
下
さ
い
。
〔福
井
姓
の
教
員
が
三
人
い
ま
す
か
ら
御
注
意
！
〕
 

郵
便
振
替
口
座
番
号
東
京
一
ー
一
三
四
五
八
四 

但
し
、
事
務
局
の
設
置
期
間
は
、
役
員
改
選
の
予
定
さ
れ
る
再
来
年
ま
で
、
 

つ
ま
り
、
こ
の
四
月
か
ら
昭
和
六
十
三

(

一
九
八
八
)

年
三
月
ま
で
の
こ
と
で
、
 

そ
れ
以
後
は
別
に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〔但
し
、
右
の
通
知
を
発
送
し
た
あ
と
で
気
付
い
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
総 

会
で
は
、
役
員
改
選
は
さ
れ
ず
に
た
だ
見
送
ら
れ
た
だ
け
の
こ
と
な
の
で
、
事
務 

局
の
設
置
期
間
は
右
記
年
月
よ
り
も
短
か
く
て
も
良
い
は
ず
で
あ
っ
た
。
な
お
、
 

事
務
局
が
早
大
に
移
る
に
伴
な
い
、

「全
国
的
な
規
模
を
有
す
る
学
会
が
、

本
大 

学
に
事
務
局
を
お
い
て
活
動
す
る
場
合
、
事
務
経
費
お
よ
び
理
事
会
費
の
一
部
を 

補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
同
一
学
会
に
対
す
る
補
助
は
、
年
一
回
を
限
度
と

し
ま 

す
。」
と
い
ぅ
早
大
の
規
定
に
よ
っ
て
、

補
助
金
を
申
請
し
た
結
果
、

五
万
円
の 

補
助
金
が
交
付
さ
れ
た
。
言
ぅ
ま
で
も
な
く
、

こ
れ
は
別
会
計
扱
い
と
な
る
〕

会
員
総
会
後
、
五
〜
七
時
に
か
け
て
座
談
会
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
前
回
の
京 

都
で
の
総
会

•

座
談
会
に
続
く
も
の
で
あ
る
の
で
、
大
地
原
豊
教
授
が
進
行
役
に 

当
っ
た
。
次
に
、
氏
に
よ
る
要
約
記
事
を
掲
げ
る
。

— 4 —



座

談

会

「
東
洋
学
各
分
野
に
お
け
る
戦
後

日
仏
交
流
の
歩
み
」

——

第
二
回

——
(

敬
称
略
)

1

.

 

「
ル
ロ
ヮ

=
グ
ラ
ン
教
授
と
日
本
」

(

山
中
一
郎
、

福
井
文
雅
、

ほ
か

) 

-

-

-

-最
近
に
許
報
を
聞
く

>

1

1

<

;

1

^

1

^

1

^

0

1

-

0

0

1

1

扣
1

1

>

^教
授
は
、

69
〜

82

年
の
間
コ
レ
ー
ジ
ュ

.

ド

•
フ
ラ
ン
ス
に
あ
っ
て
「
先
史
学
」
を
講
じ
、
正
規
の 

学
歴
な
く
し
て
新
た
な
学
術
分
野
を
確
立
し
得
た
独
創
に
名
高
い
。
但
し
、
こ
の 

ょ
う
な
研
究
志
向
の
発
起
点
が
、
戦
前
末
期

(
38
〜
39

年
)
に
お
け
る
氏
の
滞
日 

に
あ
っ
た
事
実
は
、
案
外
わ
が
国
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
な
か
ろ
う
か
。
若 

き
独
学
者
と
し
て
氏
は
、

東
洋
語
学
校
に
て
中
国
語
を
履
修
す
る
間
、

と
く
に 

M

•
グ
ラ
ネ
に
私
淑
し
た
由
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
氏
の
来
日
に
直
接
の
契
機
を
な 

し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

(

氏
の
所
論
へ
の
言
及
が
、

近
年
に
お
い
て
も
、

J

•

ジ

h

ル
ネ
教
授
そ
の
他
の
中
国
学
研
究
者
の
間
で
、
際
立
っ
て
多
い
こ
と
を 

併
せ
思
わ
れ
た
い
。
)

し
か
し
乍
ら
滞
日
間
の
氏
は
、

関
西
日
仏
学
館
で
ラ
テ
ン 

語
を
教
え
た
と
い
う
外
、

(

時
に
憲
兵
か
ら
嫌
疑
を
受
け
つ
つ
も

)

北
海
道
•
千 

島
に
単
独
行
を
試
み
、
主
と
し
て
ア
ィ
ヌ
の
現
地
調
査
に
専
念
し
た
の
で
あ
っ
た
。
 

大
戦
勃
発
に
伴
い
帰
仏
、
敗
戦
の
軍
務
を
経
た
の
ち
、
占
領
下
パ
リ
の
人
類
学
博 

物
館
に
迎
え
ら
れ
て
学
的
地
歩
を
得
た
の
は
、
こ
の
先
き
立
つ
ア
ィ
ヌ
踏
査
の
実 

績
に
ょ
っ
て
な
の
で
あ
る
。

2

.

 

「戦
前
に
接
し
得
た
ニ
大
家
、

ペ
リ
オ
と
セ
デ
ス
」

(

山
本
達
郎
)

35

年
、
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
の
助
手
で
あ
っ
た
私
は

、

P
 

•
ペ
リ
オ
の
研 

究
所
来
訪
を
迎
え
て
碩
学
の
博
学
多
識
に
驚
倒
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
書
庫
に
入 

っ
て
ペ
リ
オ
は
、
来
訪
者
一
般
が
先
ず
自
己
の
専
攻
に
関
係
の
書
架
へ
と
向
ぅ
の 

に
反
し
、
書
架
の
一
々
に
立
ち
止
り
つ
つ
興
味
深
い
所
蔵
本
を
次
々
と
引
き
出
し 

て
は
開
き
見
る
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
都
度
た
ち
ま
ち
、
同
行
の
石
田
幹
之
助
先 

生
と
の
間
で
、
当
の
書
籍
を
め
ぐ
る
丁
々
発
止
の
学
術
談
が
英
語
で
交
わ
さ
れ
、
 

い
ず
れ
劣
ら
ぬ
学
殖
の
程
に
若
年
の
私
は
只
々
感
動
を
極
め
た
の
で
あ
る

。

——

 

翌
36
年
、
私
は
仏
印
視
察
の
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、

フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
の
活
動
を 

親
し
く
現
地
に
目
撃
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
先
年
に
松
本
信
広
氏
が
親
交
を
結
ん 

で
お
ら
れ
た

E

•

ガ
ス
パ
ル
ド
ー
ヌ
は
既
に
本
国
へ
戻
り
、
し
た
が
っ
て
私
に
は 

専
ら
G

•

セ
デ
ス
院
長
の
印
象
が
強
か
っ
た
。

ハ
ノ
ィ
の
暑
さ
を
麻
の
背
広
の
正 

装
で
一
貫
す
る
端
然
と
し
た
風
姿
は
、

一
見
ペ
リ
オ
の
談
論
風
発
と
は
対

蹢
的
な 

謹
厳
そ
の
も
の
と
映
じ
つ
つ
も
、
偶
々
他
者
の
業
績
の
批
判
に
及
ぶ
セ
デ
ス
の
語 

気
は
実
に
卒
直
か
つ
断
定
的
で
、
満
々
た
る
自
信
を
窺
わ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
 

ラ
ィ
フ
•
ヮ

ー
ク

と

な

る

『
ヵ
ン
ボ
ジ
ャ
碑
文
』

(

8

巻
)

の
初
卷
が
刊
行
さ
れ 

た
の
は
、
翌

37

年
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
れ
た
い
。

3

.

「戦
後
交
流
の
再
開
ま
で
」

(

大
地
原
豊
、

羽
田
明
、

ほ
か

)

^

^
49

年 

秋
、
「文
化
使
節

」

R
 

•グ
ル
ッ
セ

(

ギ
メ
博
物
館
長
、

フ
ラ
ン
ス
学
士
院
会
員

) 

の
来
日
は
戦
後
の
混
沌
に
射
し
入
る
鮮
烈
な
曙
光
の
如
く
で
あ
っ
た
。
事
実
、

翌
50
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
給
費
生
の
渡
仏
が
再
開

(

秋
山
光
和
氏
を
含
む
六
名
)、
 

続
く
51
年
に
は
同
給
費
生
の
公
募

*

試
験
選
抜
が

12

年
ぶ
り
に
復
活
し
た
。
こ
の
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こ
ろ
日
仏
会
館
に
は

、

V
 

•
エ
リ
セ
エ
フ

、

R
 

•
シ
フ
ヱ
ー
ル
ら
の
諸
氏
が
既
に 

「研
究
員
」
と
し
て
来
任
し
、
相
い
次
い
で
「館
長
代
理
」
を
兼
務
す
る
一
方
、
日 

仏
医
科
会
な
ど
二
三
の
関
連
学
会
で
は
、
戦
後
再
興
の
気
運
が
進
展
し
つ
つ
あ
っ 

た
。
^

^

日
仏
会
館
の
正
常
化
を
画
し
た
の
は

54

年
春
し
.
ル
ヌ
ー
館
長
の
着
任 

で
あ
る
が
、
こ
の
入
選
に
関
し
て
は
、
国
交
回
復
当
初
の
フ
ラ
ン
ス
大
使
と
し
て 

旧
友

D 
•
レ
ヴ
ィ

(
S 
•

レ
ヴ
ィ
の
次
男

)

が
駐
日
、
と
い
ぅ
事
実
が
大
き
く
介 

在
し
た
に
違
い
な
い
。
以
後
ニ
年
間
の
ル
ヌ
ー
館
長
期
に
は
、概
ね
相
即
し
て

6

.
 

フ
ラ
ン
ク
氏
の
「
研
究
員
」
在
任
が
あ
り
、
後
に
は

M
 

•

ソ
ヮ
ミ

H

氏
の
着
任
が 

見
ら
れ
て
、
東
洋
学
に
お
け
る
戦
後
の
日
仏
交
流
は
、
イ
ン
ド
学

•

日
本
学
•
中 

国

学
•

チ
ベ
ッ
ト
学
の
順
で
具
体
化
の
局
面
に
達
し
た
。
我

々

の

「
日
仏
東
洋
学 

会
」
自
体
、
そ
の
前
史
を
同
じ
時
期
に
負
ぅ
も
の
で
あ
っ
て
、
故

•
石
田
幹
之
助 

先
生
の
唱
導
下
に
設
立
さ
れ
た
同
学
会
は
、

ル
ヌ
ー
館
長
期
と
重
な
る
両
三
年
を
、
 

フ
ラ
ン
ス
語
に
ょ
る
『日
本
東
洋
学
文
献
要
目

—

一
九
五
五
•

五
六
年
』

(

ニ
冊
、
 

58
.

60

年
刊
)

の
作
成
に
傾
注
し
た
の
で
あ
っ
た
。

4

.

「
イ
ン
ド
学
の
場
合
」

(

大
地
原
豊
)
——

典
型
的
な
戦
中
派
の
復
員
学 

生
と

し
て
、

闇
雲
に
留
学
生
試
験
へ
の
出
願
を
重
ね
た
私
は
、
事

フ
ラ
ン
ス
に
関 

し
て

N 

•
ス
チ
ュ
パ
ク

女
史
へ
の
師
事
を
、
(女
史
の
占
領
下
パ
リ
で
の
悲
劇
的 

な

逝
去
を
も
知
ら
ず

)

大
真
面
目
に
希
望
す
る
程
の
田
舎
者
で
あ
っ
た
。

に
も
拘 

ゎ
ら
ず
、

51

〜
54

年
を
米

.

仏

.

印
に
送
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
上
、
こ
の
間
に
生 

じ
た
僥
倖
の
相
乗
積
か
ら
、
帰
朝
後
は
日
仏
会
館
に
ル
ヌ
ー
館
長
を
訪
ね
て
は
イ 

ン
ド
土
着
文
法
学
へ
の
手
引
き
を
忝
く
し
、
生
涯
唯
一
の
専
攻
主
題
を
見
出
す
こ

と
と
な
っ
た
。
更
に
想
起
し
て
感
動
に
耐
え
ぬ
の
は
、
故

•
辻
直
四
郎
先
生
お
よ 

び
原
実
氏
に
御
面
識
を
得
た
の
も
、
当
時
ル
ヌ
ー
館
長
の
介
在
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ 

と
い
ぅ
事
実
な
の
で
あ
る
。
——

そ
も
そ
も
東
ア
ジ
ア
と
は
無
縁
の
ル
ヌ
ー
教
授 

を
日
本
へ
と
誘
っ
た
の
は
、

レ
ヴ
ィ
大
使
か
ら
の
要
請
に
加
え
て
、

52
年
に
公
刊 

を
見
た
辻
『ブ
ラ
ー
フ

マ
ナ
と

シ
ュ
ラ
ゥ
タ
ス

ー
ト
ラ
の

関
係
』
に
対
す
る
畏
敬 

で
あ
っ
た
と
信
ぜ
ら
れ
る
。
か
く
て
両
教
授
の
親
交
が
い
よ
い
よ
緊
密
化
す
る
間
、
 

辻
文
学
部
長
に
請
わ
れ
て
東
大
に
出
講
し
た
ル
ヌ
ー
館
長
の
、
注
目
を
惹
い
た
受 

講

生

が

(

ハ
ー
ヴ
ァ
I

ド
留
学
前
の

)

原
氏
な
の
で
あ
る
。
——

関
連
分
野
で
の 

フ
ラ
ン
ス
留
学
は
、

60

年
の
前
後
に

(

パ
リ
へ
の
到
着
順
に
書
け
ば

)

山
ロ
瑞
鳳
、
 

福
井
文
雅
、
川
勝
義
雄
、
定
方
晟
の
四
氏
が
あ
り
、
更
に

70
年
代
以
降
は
御
牧
克 

己
氏
ほ
か
、
パ
リ
第
三
大
学
の
学
位
取
得
者
の
み
で
も
六
名
を
数
え
る
が
、
こ
の 

間
の
経
緯
は
他
日
の
談
話
に
委
ね
た
い
。

※

座
談
会
の
あ
と
、
近
く
の
ヵ
フ
ェ

•

バ

ー

「
ア
ク
シ
ス
」
で
会
員
懇
親
会
。
 

山
本
名
誉
会
長
、
大
地
原
教
授
等
、
約
ニ
〇
名
近
く
が
、
ビ
ー
ル
、

ヮ
ィ
ン 

で
ニ
時
間
近
く
楽
し
い
時
を
過
し
た
。

〔以
上
で
、
今
年
度
の
第
一
回
総
会
の
報
告
終
り
〕
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会員
消息

昭
和
六
十
ー
年
叙
動
了
受
賞

勲
二
等
瑞
宝
章
べ
ル
ナ
ー
ル

•

フ
ラ
ン
ク

(

元
日
仏
会
館
学
長

)

勲
三
等
瑞
宝
章
バ
デ
ィ
ム

•

 

H

リ
セ

H

フ

(

国
立
ギ
メ
美
術
館
館
長

)

勲

三

等

瑞

宝

章

平

川

彰

(

日
本
印
度
学
仏
教
学
会

•

理
事
長
) 

文
化
功
労
者
山
本
達
郎
本
学
会
名
誉
会
長

〇

小
名
康
之
氏
は
、
四
月
か
ら
約
一
年
間
、
青
山
学
院
大
学
の
在
外
研
究
員
と 

し
て
、

フ
ラ
ン
ス
の

大
学
、
図
書
館
、
文
書
館
を
お
と
ず
れ
、
十
七
世
紀
後
半 

の
東
イ
ン
ド
会
社
関
係
の
史
料
調
査
を
し
て
無
事
帰
国
さ
れ
た
。

〇

新
田
大
作
氏
は
、
八
月
十
七
日
、
脳
血
栓
で
急
逝
さ
れ
た
。
享
年
六
十
ニ
歳
。
 

八
月
末
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
の
国
際
東
洋
学
会
議

I
C

 A
N

 A
S

に
出
席
す
る
予
定 

で
、
そ
こ
で
発
表
す
る
た
め
の
原
稿
を
執
筆
中
、
自
宅
で
倒
れ
ら
れ
た
。
日
仏 

東
洋
学
会
と
し
て
も

韦

意
を
表
し
た
。

〇

中
谷
英
明
氏
は
、

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
で
の
ニ
年
間
の
客
員
の
つ
と
め
を 

終
え
て
、
昭
和
六
一
年
秋
に
帰
国
。

〇

鈴
木
ま
ど
か
氏
は
、
昭
和
六
ニ
年
三
月
ま
で
在
仏
。

〇

興
膳
宏
氏
は
、

フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究
院
の
招
き
で
、

「中
国
文
学
」
に 

つ
い
て
講
義
の
た
め
、
昭
和
六
一
年
秋
〜
六
ニ
年
秋
ま
で
滞
仏
。

〇

原
實
氏
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
客
員
教
授
と
し
て
今
秋
ま
で
滞
英
。

住所
変更

赤
松
明
彦
、
池
田
温
、
岡
山
隆
、
羽
田
正
、
前
田
繁
樹
、
三
崎
良
周
、
明
神
洋
、
 

森
安
孝
夫

(

こ
れ
ら
の
諸
氏
に
つ
い
て
は
、
後

記

の

「会
員
自
己
紹
介
」
の
欄 

を
見
ら
れ
た
い

)

〇
鈴

木

ま

ど

か

©

ニ
七
三
船
橋
市
丸
山
五

—

三

四

—

一 

⑩ 

0
4
7
4
—
3
9
—
0
1
1
4

 

〇
和
田
久
德
現
住
所
の
番
地
二
三
三
四
の
あ
と
に
「
一
」
を
附
け
る
。

改

姓太
田
美
香

^

>

澤

美

香

(

現
住
所
も
、
六
月
か
ら
次
に
変
更
)
——

©
ニ
ニ 

一
横
浜
市
神
奈
川
区
白
楽
一
〇
三
ハ
イ
ハ
ゥ
ス
白
楽
一
〇
三
号

新入
会員

今
枝
ニ
郎
、
宮
沢
正
順
、
中
村
璋
八

(

こ
の
諸
氏
に
つ
い
て
は
、
後

記

の

「会 

員
自
己
紹
介
」
を
参
照

)

〇
川

本

邦

衛

W
A
W
A
M
O
T
O
,

 

K
u
n
i
e

©

一
九
八
青
梅
市
長
淵

 

一
—
九 

一

九

H
E
L

 

0
4
2

00—
2
2

丨3
2
1
9

慶
応
大
学
教
授
ヴ
ユ
ト
ナ
ム
史 

〇
栗

原

圭

介

K
U
R
I
H
A
R
A
,

 

K
e
i
s
u
k
e

©

一
八
五
国
分
寺
市
東
元
町
一 

I

一
 

〇

—

十

三T
E
L

 

〇
4
2
3
1
2
5
-
1
2
7
8

大
東
文
化
大
学
文
学
部
講
師
中 

国
哲
学

〇湯
山
明

Y
U
Y
A
M
A
,

 

A
k
i
r
a

 

®

一
 

五
〇

渋

谷

区

道

玄

板

エ

ニ 

丨

六

東

急

ス

カ

イ

ラ

イ

ン

六

二

号

H

E

r

0
3
—
4
7
6
1
3
6
2
5

国
祭
仏
教
学
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研

究

所

所

長

(
©
一
 

〇

五

港

区

虎

ノ

門

五

—

三
—

二

三

国

際

仏

教

学

研

究 

所
T
E
L

 

〇
3
1
4
3
4
1
6
9
5
3

) 

ィ
ン
ド
哲
学

(
退
会
^
^
加
地
伸
行
、
谷
田
孝
之
、
村
山
郁
子
)

学会
活動

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

そ

の

た

び

ご

と

に

「
臨
時
の
通
知
」
と
し
て
、

短
信
ま
た 

は
葉
書
で
全
会
員
に
伝
達
し
て
き
た
の
で
、

こ
こ
で
は
そ
れ
を
再
録
し
て
記
録
に 

と
ど
め
る
こ
と
に
す
る
。

残
暑
御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

『
日
仏
東
洋
学
会
通
信
』

の

第

五

号

と

「
学
会
事
務
局
の
移
転
と
、
第
五
回
日 

仏

コ
ロ
ッ
ク
の
，

備
に
つ
い
て
」
と
い
ぅ

御
通
知
と

を
、
既
に
御
入
手
の
こ
と 

と
存
じ
ま
す
。
万
が
一
、
未
着
の
方
が
あ
り
ま
し
た
な
ら
ば
、

至
急
、
事
務
局 

ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

只
今
は
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
自
己
紹
介
ア
ン
ヶ
ー
ト
を
整
理
し
、

そ 

れ

を

中

心

に

『
通
信
』

の
第
六
号
を
編
集
中
で
す
が
、
今
日
は
急
ぎ
の
用
件
を 

お
伝
え
致
し
ま
す
。

会
合

一
、
日
仏
セ
ミ
ナ

ー

「
キ
リ
ス
ト
教
と
ア
ジ
ア

社
会
-
-
-

方
法
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

九

月

二

十

九

日

〜

十

月

三

日

上

智

大

学

〔
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所

I

所

長

：
石
沢
良
昭
〕

〔
東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
七

I

一〕
電

：
0
3
1
2
3
8
1
3
6
9
7

 • 3
6
9
6

日

本

側

参

加

者

〔
予
定
〕

：

石
沢
良
昭
〔セ
ミ
ナ
ー
責
任
者
〕
石
井
米
雄
遠
藤
周
作
姜
在
彦
坪
井 

善
明
〔連
絡
責
任
者
〕

森
幹
男
矢
沢
利
彦
柳
瀬
睦
男
山
本
達
郎 

山
本
澄
子

フ
ラ
ン
ス
側
参
加
者
〔予
定
〕
：

G
e
o
r
g
e
s

 

B
0
U
D
A
R
E
L

 

E
u
g
è
n
e

 

D
E
N
I
S

 

A
l
a
i
n

 

F
O
R
E
S
T

 

J
a
c
q
u
e
s

 

G
E
R
N
E
T

 

L
é
o
n

 

V
A
N
D
E
R
M
E
E
R
S
C
H

ォ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
の
出
席
希
望
者
は
、

石
沢
教
授
宛
で
御
連 

絡
下
さ
い
。

ニ
、
ジ
ャ
ッ
ク
•
ジ

H

ル

ネ

〔
コ
レ
ー
ジ
ユ

•
ド

•
フ
ラ
ン
ス

教
授
〕
講
演
会 

「
国
家
に
つ
い
て
——

十
七
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
と
中
国
と
の
比
較
〕

J
fPJ
o
q
un)
c«
G
m
i
^
N
w
H
, 

p
r
o
f
e
s
s
e
u
r

fa
u
n
o
l
l
è
g
6
d

a)
p
r
£
l
r
l
o

fD 

:
>
T
3
r
o
p
o
s

 

{一e

 

l
"
E
t
a
t

 : 

c
o
m
p
a
r
a
i
s
o
n

 

e
n
t
r
e

 

la 

r
h
l
n
e

 

et; 

r
w
u
r
o
p
e

 

a
u

x
<
I
I
è
m
<T>
s
i
è
c
l
a)
=

十

月

三

日

〔
金
〕
十

八

時

〜

二

十

時

東

京

•
日

仏

会

館

• 

二
階
会
議
室

日
仏
会
館
主
催
、

日
仏
東
洋
学
会
共
催 

〔
通
訳
付
き
、

入
場
無
料
〕

三
、
十
月
上
旬
に
、

『
法
宝
義
林
』

〔京

都

市

上

京

区

相

国

寺

林

光

院

内

〕

の
記

— 8 —



念
行
事
が
、
法
宝
義
林
研
究
所
主
催
、

日

仏

東

洋

学

会

•
関
西
支
部
共
催
で 

催
さ
れ
る

予
定
で
す
。

会
費
納
入
に
つ
い
て
の
お
願
い
，:

失
礼
な
が
ら
、
振
り
替
え
用
紙
を
同
封
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
会
費
は
年
間 

三
千
円
で
す
。

こ
れ
と
行
き
違
い
に
お
振
り
込
み
頂
い
て
お
り
ま
す
場
合
に 

は
、
失
礼
の
段
、
何
卒
お
許
し
下
さ
い
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

〔八
月
末
発
送
〕

略
啓

ジ
ヱ
ル
ネ
教
授
の
講
演
会
の
機
会
に
、
臨
時
評
議
員
会
を
開
く
こ
と
に
な
り 

ま
し
た
。

急
な
こ
と
で
、
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
次
の
案
件
で
す
の
で
、
出
来
る 

限
り
御
出
席
下
さ
い
。
御
欠
席
の
場
合
に
は
、

お
考
え
を
返
信
用
葉
書
で
お
知 

ら
せ
下
さ
ら
ば
幸
い
で
す
。

月
日 

十

月

三

日

〔
金

〕

五
時
〜
六
時 

会
場 

日

仏

会

館

一

階

•
フ
ヮ
ィH 

電

.
(
0
3
)
2
9
3
1
6
3
1
0

 

議
題 

一
、
—

一
九
八
八
年
秋
の
第
五
回
コ
ロ
ッ
ク
参
加
の
件

〔こ
れ
ま
で

機
会
あ
る

毎
に
お
諮
り
し
て
き
た
件
で
す
が
、
参 

加
希
望
の
方
は
、
前
回
お
配
り
し
た
要
領
を
御
参
考
の
上
、

お 

申

し

出

下

さ

い

。
〕

一
一
、
『
日
仏
東
洋
学
会
通
信
』
第
六
号
編
集
の
件 

三
、

そ
の
他

と
り
急
ぎ
、
御
連
絡
の
み
に
て
。 

草
々

九
月
二
十
四
日 

学
会
事
務
局

右
の
他
に
も
、
外
部
か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て
、

次

の

よ

ぅ

な

会

合

•
催
し
に
も 

本
学
会
は
参
加
し
た
。

◎

八
月
ニ
四
日
か
ら
ニ
九
日
ま
で
、

第

五

二

回

I
F
L
A

 

(
国
際
図
書
館
連
盟
) 

東
京
大
会
が
開
催
さ
れ
た
時
、

そ
れ
と
平
行
し
て
、
参
加
者
の
宿
舎
で
あ
る
ホ
テ 

ル

•
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ

で

「
国
際
図
書
館
情
報
総
合
展
」
が
開
か
れ
、
梅
の
間
に 

設
け
ら
れ
た
国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー
に
、

『
日
仏
東
洋
学
会
通
信
』

第
一
号
〜
第
五 

号
、

『
日
仏
東
洋
学
会
会
員
名
簿
』
が
展
示
さ
れ
た
。

◎

十
二
月
三
日
、

六
時
〜
八
時
に
か
け
て
、

日

仏

会

館

会

議

室

で

「
日
仏
関
連 

学
会
連
絡
会
」
が
開
か
れ
、
本
学
会
か
ら
は
、
福
井
事
務
局
長
と
山
田
利
明
会
員 

と
が
出
席
し
た
。

ニ
〇

の
関
連
学
会
と
学
術
委
員
会
か
ら
の
七
委
員
、

パ
ン
シ
オ 

ネ

ー

ル

(
日
仏
会
館
内
研
究
員
)
六
名
、

フ
ラ
ン
ス
事
務
所
か
ら
の
川
上
恭
子
、

林
春
郎
の
ニ
氏
が
集
合
し
た
。

「
協
議
事
項
概
要
」

が
ー
九
八
七
年
一
月
ニ
〇

日 

付
で
本
学
会
あ
て
に
届
い
た
の
で
、
次
に
転
記
す
る
。
〔

〕
は
註
記
。

1

学

者

交

換

事

業

〔
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

こ

れ

ま

で

の

『
日
仏
東
洋
学
会 

通
信
』

で
度
々
御
連
絡
し
て
来
た
こ
と
で
す
が
、
新
入
会
員
の
方
々
の
為
に
も
、
 

改
め
て
再
録
し
ま
す
。
〕

学
会
通
信
に
も
あ
る
よ
ぅ
に
、
会
館
の
こ
の
事
業
に
は
、

次
の
A 

.
B
が
あ
る
。 

A 

:
フ
ラ
ン
ス
政
府
派
遣
学
術
使
節
(
フ
ラ
ン
ス
事
務
所
扱
い
)

B 

:

文

部

省

補

助

金

に

よ

る

も

の

(
会
館
事
務
局
扱
い
)

A

は
フ
ラ
ン
ス
学
者
の
来
日
の
み
に
関
係
す
る
が
、

B

に
は
日
本
側
の
学

— 9 —



者

•
研
究
者
の
渡
仏
と
、

フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
の
来
日
と
両
方
が
あ
る
。
〔日
仏
会 

館
の
〕
学
会
通
信
胤

2

に
ー
九
八
六
年
度
の
規
則
が
あ
る
が
、

ー
九
八
七
年
度
も 

そ
れ
に
よ
る
こ
と
と
し
た
い
。
た
だ
し
、

A

の
一
九
八
八
年
度
の
年
間
ス
ヶ
ジ
ュ 

丨
ル
は
、
今
ま
で
よ
り
早
め
て
次
の
よ
う
に
す
る
予
定
で
あ
る
。

(
来
日
期
間

"
 

一
九
八
八
ニ
〜
一
二
月
末

)

一
九
八
七
年
七
月
初

 

学
会
へ
希
望
募
集
発
送 

九
月
中
旬
希
望
提
出
締
切 

一
一
月
末
候
補
内
定 

五
月 

候
補
決
定 

B

の
一
九
八
七
年
度
の
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル
は
前
年
通
り
と
す
る
。

(
実
施
期
間
：
 

一
九
八
七
、
四
〜
一
九
八
八
、
三

)

一
九
八
七
年
一
月
 

学
会
へ
希
望
募
集
通
知 

三
月
中
旬
同
提
出
締
切 

四
月 

候
補
決
定 

A

に
つ
い
て
は
、
上
の
よ
う
に
す
れ
ば
希
望
募
集
の
発
送
か
ら
提
出
締
切
ま
で 

の
間
に
ニ
力
月
余
の
時
間
が
で
き
る
が
、
そ
れ
で
も
フ
ラ
ン
ス
学
者
来
日
の
交
渉 

を
そ
の
間
だ
け
に
す
る

こ
と
は

一
般
に
困
難
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
交
渉
は 

ふ
だ
ん
か
ら
心
掛
け
て
お
い
て
い
た
だ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
九
八
六
年
度
は
、
こ
の
制
度
で
次
の
学
者
交
換
が
行
わ
れ
た
。

A 

J
e
a
n
-
M
a
r
i
e

 

C
a
i
l
l
e

 

(
医
学

)

M
i
c
h
e
l

fDK
e
d
i
n
g
e
r

 

(
生
物
学

)

M
a
u
r
i
c
e

 

K
e
s
s
e
l

(
音
響
工
学

)

H
e
n
r
i

匀
目
一
:兵

ざ

(
海
洋
学

)

B 

(
来
日

)M
i
c
h
e
l

 

W
a
l
d
s
c
h
m
i
d
t

 

(
数
学

)

F
V
a
n
ç
o
i
s

 

R
e
i
n
e
r

 

(
図
書
館
学

)

M
a
r
c

 

A
u
g
é

 

(
人
顔
学

)

(
渡
仏

)
石
堂
常
世

(
教
育
学

)

島
崎
邦
彦

(
地
震
学

)

久
重
忠
夫

(
哲
学

)

大
津
真
作

(
社
会
学

)

I

第
五
回
日
仏
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム

(
コ
ロ
ッ
ク

)

第
四
回
コ
ロ
ッ
ク
は
一
九
八
五
年
秋

8
部
門
が
参
加
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
で

開
か 

れ
た
。
そ
の
公
式
の
報
告
は
近
刊
の
日
仏
文
化
特
別
号
に
出
る
が
、
非
公
式
の
報 

告

は

〔日
仏
会
館
の
〕
学
会
通
信
恥

2

に
出
て
い
る
。
次
回
は
ー
九
八
八
年
秋
日 

本
で
行
わ
れ
る
。
参
加
希
望
部
門
は
、
後
に
お
送
り
す
る
申
請
用
紙
に
ょ
り
、

一
 

九
八
七
年
三
月
末
ま
で
に
学
術
委
員
会
に
申
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、

ベ
ル
ク

学
長
ょ
り
各
学
会
へ

こ
の

コ
ロ
ッ
ク
に

つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト 

が
送
ら
れ
た
が
、
懇
親
会
席
上
あ
る
い
は
他
の
機
会
に
で
も
、
学
長
に
直
接
お
答 

え
い
た
だ
き
た
い
。
 

n

渋
沢

•
ク
ロ
ー

デ
ル
賞

一
九
八
六
年
度
は

L
o
u
i
s

 

V
u
i
t
t
o
n

社
か
ら
の
寄
付
が
あ
っ
た
の
で
日
本
側 

で
は
特
別
賞
を
出
す
こ
と
が
で
き
、

滝
沢
正
氏

(
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
)、

塩
川
徹 

也

氏

(
パ
ス
カ
ル
と
奇
蹟

)

の
両
氏
が
受
賞
さ
れ
、
お
二
人
と
も
渡
仏
さ
れ
た
。
 

フ
ラ
ン
ス
側
で
は

P
a
s
c
a
l

 

G
r
i
o
l
e
t

氏

(
日
本
の
国
字
改
革
問
題
)
が
受
賞
さ
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れ
、
近
々
来
日
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

1
九
八
七
年
度
も
前
年
度
同
様
二
月
中
に
毎
日
新
聞
に
募
集
が
公
表
さ
れ
る
予 

定
で
あ
る
。
た
だ
し
、
年
令
制
限
が
今
ま
で
四
〇
才
で
あ
っ
た
の
が
四
ニ
才
に
な 

る
。
よ
い
候
補
の
推
薦
を
お
願
い
す

る

。

F

日
仏
共
同
研
究
事
業
助
成
計
画

日
仏
会
館
の
寄
付
行
為
に
は
、
会
館
の
目
的
は

"

日
仏
両
国
の
協
力
に
よ
っ
て
、
 

相
互
の
文
化
研
究
を
行
い
交
流
を
図
り

"

と
さ
れ
て
お
り
、
会

館

は

"研
究
員
数 

名
を
置
く

"

こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
今
ま
で
も
そ
の
目
的
に
従
っ 

て
会
館
の
事
業
を
進
め
て
き
た
が
、
日
仏
両
国
の
研
究
者
が
協
力
し
て
ひ
と
つ
の 

テ
ー
マ
を
追
求
す
る
こ
と
は
組
織
的
に
行
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

"

研
究
員
" 

と
い
う
の
も
置
か
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
(
こ
れ
は
パ
ン
シ
オ
ネ
ー
ル
と
は
別 

で
あ
る
。
)

来
年
度
か
ら
、

関
連
学
会
を
基
盤
に
少
な
く
と
も
日
本
人
ニ
名
、

フ 

ラ
ン
ス
人
一
名
を
含
む
陣
容
で
、

一
定
の
目
的
を
も
っ
て
研
究
し
、
長
く
て
も
三 

年
以
内
に
は
ま
と
め
て
成
果
を
発
表
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
だ
き
、
よ
い
計
画 

に
対
し
て
は
一
件
五

◦

万
円
以
内
、

一
年
に
ニ
件
ま
で
は
会
館
で
援
助
で
き
る
よ 

う
に
来
年
度
の
予
算
を
立
て
た
い
。
そ
れ
に
つ
き
学
会
で
も
協
力
が
得
ら
れ
よ
う 

か
と
の
質
問
に
対
し
、
好
意
的
な
反
応
が
あ
っ
た
。

一
月
中
に
申
請
用
紙
を
各
学 

会
に
配
布
し
、
六
月
末
に
申
請
を
締
切
り
、
七
月
の
学
術
委
員
会
で
こ
の
件
に
つ 

き
審
議
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

V

そ
の
他 

(

i

)

文
化
講
座

現
在
主
と
し
て
歴
史
学
会
の
方
に
お
願
い
し
、
〃
新
し
い
歴
史
"
を
主
題
に
開

講
し
て
お
り
、

定
員
以
上
の
聴
講
申
込
が
あ
っ
た
。

(

毎
週
一
回
ず
つ
五
回
、
今 

回
は
セ
ミ
ナ
ー
形
式
、

最
終
回
は
四
人
の
講
師
と
の
共
同
討
議
。)

今
年
度
は
一 

回
だ
け
と
な
っ
た
が
、
来
年
度
は
な
る
べ
く
春
秋
二
回
開
催
し
た
い
。

(
•
•11
) 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
，

都
市
に
個
性
を

"

地
理
学
会
等
の
方
と
協
力
し
、

フ
ラ
ン
ス

大
使
館
、
読
売
新
聞
社
と
の
共
催
で
、
 

一
九
八
七
年
五
月
末
、

こ
の

日
仏

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

日
本
で
開
く
こ
と
と
な
っ
て 

い
る
。

五
月
ニ
七
〜
ニ
九
日
、
最
初
の
二
日
間
は
公
開
で
、
そ
れ
ぞ
れ
両
国
の
作 

家
、
建
築
家
に
よ
る
討
論
、
三
日
目
は
非
公
開
で
都
市
社
会
学
等
の
専
門
家
に
よ 

る

討
論
会
と

す
る
。

ほ
ぼ
同
時
期
に

フ
ラ
ン
ス

近
代
建
築
の
展
覧
会
等

も

開
か
れ 

る
予
定
で
あ
る
。

(
•111
) 

F
o
y
e
r

〔
フ
ア
ィ

H

 

=

会
員
憩
い
の
場
〕
の
利
用

F
o
y
e
r

は
学
会
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る

こ

と

も

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

も
 

っ
と
利
用
さ
れ
て
よ
い
。
今
ま
で
の
有
料
利
用
制
度
は
、
来
年
一
月
か
ら
無
料
制 

に
す
る
の
で

(

フ
ラ
ン
ス
事
務
所
に
連
絡
の
上

)

一
層
利
用
さ
れ
た
い
。

(
IV
) 

テ
レ
ッ
ク
ス
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
の

設
置

フ
ラ
ン
ス

事
務
所
に
次
の
番
号
の

テ
レ
ッ
ク
ス
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
が

設
け
ら
れ
た 

の
で
、
来
日

フ
ラ
ン
ス

学
長
と
の
交
渉
の
と
き
な
と
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

テ
レ
ッ
ク
ス

 

二
二
二
三
四
五
四

H
A
I
F
^
A

 

j

 

フ
ァ
ッ
ク
ス

 

〇
三
丄
ー
九
ー
丨
八
三
六
〇

(

V

)
 
"

日
仏
文
化
"
に
つ
い
て

"

日
仏
文
化
"

は
会
館
の
機
関
誌
で
年
一
〜
二
回
刊
行
さ
れ
、
会
員
に
無
料
配 

布
さ
れ

る
。

会
館
行
事
の
報
告
の
ほ
か
、
来
日

フ
ラ
ン
ス

人
学
者
の
会
館
に
お
け
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る
講
演
の
仏
文
テ
キ
ス
ト
の
発
表
を
、
主
要
な
内
容
と
し
て
い
る
が
、
邦
文
の
部 

分
も
あ
り
、

読
み
易
い

と
こ
ろ
を

多
く
す
る
た
め
そ
の
部
分
を
拡
張
す
る

こ
と
が 

望
ま
れ
る
。
学
会
で
も
協
力
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

C

V1

)

会
館
の
組
織
と
学
会
と
の
閨
係
に
つ
い
て

会
館
に
フ
ラ
ン
ス
事
務
所
と
日
本
側
事
務
局
が
そ
れ
ぞ
れ
三
階
と
二
階
に
あ
る 

こ
と
、
学
会
の
会
員
は
総
数
五
〇
〇
〇
人
ほ
ど
に
な
る
の
に
会
館
の
会
員
は
一
〇 

〇
〇
人
ほ
ど
な
の
で
、
学
会
の
会
員
で
あ
っ
て
も
会
館
の
会
員
で
な
い
人
が
多
い 

こ
と
な

ど
、
ょ
く
知
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
忘
れ
ら
れ
て
い
る

こ
と

も
多 

い
ょ
ぅ
で
あ
る
。
会
館
の
立
場
か
ら
は
、
学
会
の
会
員
は
み
な
会
館
の
会
員
に
も 

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
そ
れ
は
実
際
上
困
難
で
あ
る
に
し
て
も
、
主
要
な
方 

に
は
会
館
に
も
入
っ
て
い
た
だ
き
、

一
般
の
方
も
連
帯
感
を
も
っ
て
協
力
し
て
い 

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

一
九
八
六
年
度
第
二
回
会
員
総
会
に
つ
い
て

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
「昭
和
六
一
年
度
会
計
報
告
」
の
詳
細
と
共
に
、

次
号 

で
報
告
す
る
が
、
八
六
年
度
中
に
開
催
さ
れ
た
総
会
で
あ
る
の
で
、
総
会
開
催
の 

通
知
状
を
次
に
転
載
し
て
お
く
。

間
近
に
春
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
今
日
こ
の
頃
、
皆
様
に
は
益
 々

お
元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
次
の
よ
う
に
定
期
総
会
を
開
き
ま
す
の
で
、
今
月
末
迄
に
ど
う
ぞ
御
返

信
下
さ
い
。

早
大
内
に
事
務
局
の
あ
る
学
会
に
は
、
事
務

費
と

会
合
費
と

に
、
大
学
か
ら
一 

定
金
額
内
で
補
助
金
が
出
る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
為
に
は
会 

場
は
早
大
の
施
設
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
従
っ
て
、
今
回
の
会
場
は
こ
れ
ま 

で
と
は
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
充
分
御
留
意
下
さ
い
。

会
場
 

早
稲
田
大
学

•

大
隈
会
館
〔校
友
会
館
と
も
言
い
ま
す
〕

—

後
註
☆

参
照
—

 

電

話

(

〇
三
)

二
〇
三
—

四
三
六
一

(

代
) 

日
時
 

三
月
十
一
日

(

水
)

①
役

員

(

評
議
員
)

会

四

〜

五

時

一
階
(

受
付
裏
手
)
和
室

② 

会
員
総
会
五
〜
六
時

三

階

二

号
 

霊

③ 

懇
親
会
六
〜
八
時
同
右
室 

議

題

①

一
九
八
八
年
の
第
五
回
日
仏
コ

n

ッ
ク
参
加
の
件

昨
年
四
月
に
全
会
員
に
出
し
ま
し
た
『学
会
事
務
局
の
移
転
と
、
第
五 

回
日
仏
コ
ロ
ッ
ク
の
準
備
に
つ
い
て
』
の
中
に
、
参
加
希
望
の
方
は 

「少
な
く
と
も
そ
の
御
意
向
だ
け
で
も
、

こ
の
秋
に
は
、
本
学
会
事
務 

局
に
御
通
知
下
さ
い
。」

と
書
き
、

そ
の
分
科
会
の
責
任
者
が
今
春
迄 

に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
具
体
的
な
企
画
の
立
案
も
お
願
い
し
て
お 

き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
次
の
ニ
件
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

A

.

「
日

•

中
の
宗
教
文
化
の
交
流
」
 

〔主
会
場
—

東
京
近
辺
〕
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代

表

—

酒

井

忠

夫

 

責

任

者

—

福

井

文

雅
 

〔関
西
地
区
世
話
人

—

坂
出
祥
伸
〕
 

B

.

「東
洋
学
諸
分
野
に
お
け
る
中
央
ア
ジ
ア
出
土
文
書
の
研
究
」

〔会
場
—

京
都
〕

代
表
—
羽

田

明

 

責
任
者
丨
大
地
原
豊 

昨
年
連
絡
状
に
は
、
総
会
で
の
発
言
を
要
約
し
て

——

一
分
科
会
し
か
出
来
な
か
っ
た
場
合
は

さ
し
て

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
 

複
数
の
場
合
に
は
、
評
議
員
会
或
い
は
幹
事
会
を
開
い
て
、
「東
洋
学
」 

と
言
う
大
き
な
部
門
の
中
で
、
各
分
科
会
が
そ
れ
ぞ
れ
旨
く
機
能
す
る

よ
う
に

協
議
す

る
こ
と
に
な
り

ま
し
ょ
う
。

-
-
-

と
前
も
っ
て
書
い
て
お
き
ま
し
た
が
、
十
一
日
に
は
、
そ
の
線
に
沿
っ 

て
日
程
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
話
が
出
る
で
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
そ 

の
連
絡
状
に
既
に
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
改
め
て
予
め
ご
覧
頂
け
れ 

ば
幸
い
で
す
。

当
日
御
欠
席
の
会
員
の
為
に
予
め
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
な
ら
ば
、
 

そ
の
後
の
手
順
と
し
ま
し
て
は
、
そ
の
結
果
を
日
仏
東
洋
学
会
の
名
で 

一
括
し
て
日
仏
会
館
学
術
委
員
会
に
申
請
し
ま
す
。

日
仏
会
館
か
ら 

「参
加
申
請
書
」
な
る
書
類
が
各
学
会
宛
に
一
月
末
に
届
き
ま
し
た
が
、
 

そ
こ
に
、
部
門
名
か
ら
参
加
予
定
者
、
資
金
調
達
等
、
今
後
の
予
定
を 

書
き
込
む
欄
が
あ
り
、
そ
れ
を
三
月
末
ま
で
に
日
仏
会
館
学
術
委
員
会 

に
届
け
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
、

〔他
学
会 

と
協
力
し
つ
つ
〕

コ
ロ
ッ
ク
開
催
の
準
備
が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②

会
計
報
告
、
そ
の
他

付
記
急
ぎ
御
通
知
す
べ
き
事
や
講
演
会
開
催
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
都
度
、
 

連
絡
状
を
発
送
し
て
来
ま
し
た
が
、

『学
会
通
信
』

に
つ
き
ま
し
て
は
、

学 

会
事
務
局
の
局
員
三
名
が
昨
年
中
は
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
、
原
稿 

は
揃
え
た
も
の
の
、
発
刊
は
大
幅
に
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
印
刷
所
と
の 

関
係
も
あ
り
ま
す

が
、
三
月
中
に
は
第

六

•
七
合
併
号
と
し
て
お
届
け
で
き 

れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
記
事
を
お
寄
せ
下
さ
っ
た
方
々
に
は
、
何
卒
御 

容
赦
下
さ
い
。

従
っ
て
、
会
員
自
己
紹
介
の
訂
正
或
い
は
新
規
申
し
込
み
は
ま
だ
間
に
合 

い
ま
す
。

〔☆

〕
大
隈
会
館
は
早
大

•

大
隈
講
堂
の
左
隣
奥
、
庭
園
内
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ 

へ
は
、

地
下
鉄
•

東

西

線

「早
稲
田
」
駅

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

国

電

「高
田
馬
場
」
下
車
、
早
大
行
き
ス
ク
ー
ル

•

バ
ス
終
点
—

か
ら

徒
歩 

都

バ

ス

「
上
野
公
園
〔或
い
は
、
九
段
下
〕
〜
小
滝
橋
車
庫
」

 

数
分 

路

線

「早
稲
田
」

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

X

閉
会
後
の
六
時
頃
か
ら
、
会
員
懇
親
の
ヵ
ク
テ
ル
•
パ
ー
テ
ィ
を
同
じ
会 

場
で
開
き
ま
す
。
好
評
の
座
談
会
は
、
今
回
は
見
送
り
で
す
。

一
九
八
七
年
二
月
二
十
日

 

—

学
会
事
務
局

—
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会員
自己
紹介

昭
和
六
〇
年

(

一
九
八
五
)

六
月
七
日
の
京
都
で
の
総
会
の
席
上
、
羽
田
明
名 

誉
会
長
か
ら
、
会
員
紹
介
的
な
記
事
が
欲
し
い
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。
本
学
会
は 

多
岐
多
様
の
分
野
の
会
員
の
集
合
体
で
あ
る
の
で
、
会
員
相
互
が
ま
だ
よ
く
知
り 

合
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
昨
年
の
四
月
に
会
員
自
己
紹
介
の
ア
ン 

ヶ
ー
ト
を
つ
の
っ
て
作
っ
た
の
が
、

こ

の

欄
で
あ
る
。

記
載
事
項
の
多
く
は
、

一
九
八
六
年
春
頃
の
ア
ン
ヶ
ー
ト
に
よ
る
回
答
内
容
で 

あ
る
が
、
今
年
二
月
二
十
日
付
の
総
会
通
知
状
の
中
に
「会
員
自
己
紹
介
の
訂
正 

或
い
は
新
規
申
し
込
み
は
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。」

と
書
い
て
お
い
た
の
で
、

訂 

正
、
追
加
を
申
し
出
ら
れ
た
会
員
も
多
く
、
従
っ
て
、
今

年

(

一
九
八
七
)
三
月 

現
在
の
内
容
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
ぅ
。

凡
例
①
生
年
月
日
②現
職
③
学
歴
学
位
④

フ

ラ

ン

ス

と

の

関
係
(関
係

地

名 

機
関
名

)

⑤
専
攻
分
野
⑥
現
在
の
テ
ー
マ

⑦
主
な
業
績

(最
近
五
ヶ
年
、
 

三
点
以
内

)

⑧現
住
所

®

⑨
その他

 

(
A
B
C順
)

赤松
明彦

 

A
W
A
M
A
T
S
U
,

 

A
k
i
h
i
k
o

②
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

(

東
方
部
)
助
手

③ 

京
大
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

 

(

一
九
八
一
年
三
月
)
パ
リ
第
三
大 

学
第
三
期
博
士
課
程
修
了

 

D
o
c
t
o
r
a
t

 

d
e

 

3
e

 

c
y
c
l
e

 

(
é
t
u
d
e
s

 

i
n
d
i
e
n
n
e
s
)

④
 

一
九
八

一
年
一
〇
月
か
ら
八
三
年
六
月
ま
で
留
学
パ
リ
第
三
大
学
⑤
ィ
ン 

ド

思

想

史

⑥

V
â
k
y
a
p
a
d
l
y
a

 

研

究

⑦

E
v
o
l
u
t
i
o
n

 

d
e

 

l
a

 

t
h
é
o
r
i
e

 

d
e

 

T

 

A
p
o
h
a
〔
U
A
P
O
h
a
p
r
a
k
a
r
a
l
J
a

 

d
o>
J
ti'
à

n

ac«'
r

ï

m

i

t

r

a

L_J
(

学
位
請
求
論
文
、
 

一
九
八
三
年
)

古
典
ィ
ン
ド
に
お
け
る
コ
ト
バ
論
の
展
開

(

『人
文
学
報
』
六
〇
、
 

一
九
八
六
年

)

蘆田
孝昭

 

A
S
H
I
D
A
,

 

T
a
k
a
a
k
i

.

②
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
③
東
京
大
学
大
学
院 

中

国

文

学

④

一
九
八
四
年
と
八
五
年
九
月
パ
リ
国
立
図
書
館
、
中
国
学
院
、
 

パ
リ
大
学
に
滞
在
⑤
中

国

語

文

学

文

体

論

比

較

文

学

⑥
中
国
俗
語
小
説 

東
洋
の
近
代
文
学
意
識
⑦
嶺
外
雑
記

——

麻

沙

鎮

(

『中
国
文
学
研
究
』

早
大 

中
国
文
学
会
平
話
之
種
裏
的
章
回
型
式

(

華
文
)
(
『香
港
中
国
語
文
学
会
王
力 

教
授
頌
寿
記
念
論
文
集
』
林
三
中

)

cd
H
w
Æ
u
l
E
, 

A
u
g
u
s
t
i
n

オ
ー
ギ
ユ
ス
タ
ン
•
ベ
ル
ク

②
日
仏
会
館
フ
ラ
ン
ス
学
長
⑤
人
文
地
理
学
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竺

沙

雅
章

 

C
H
I
K
U
S
A
,

 

M
a
s
a
a
k
i

②
京
都
大
学
文
学
部
教
授
③
京
大
大
学
院
文
学
研 

究
科
修
士
課
程
修
了
文
学
博
士

 

(

京
都
大
学

)

⑤
東

洋

史

⑥
中
国
宗
教
社 

会

史

⑦
中
国
仏
教
社
会
史
研
究

(

同
朋
舎
、
昭
和
五
七
年
)
宋
元
時
代
の
慈
恩 

宗

(

『南
都
仏
教
』
五
〇
、

昭
和
五
八
年
)

宋
元
時
代
の
杭
州
寺
院
と
慈
恩
宗 

(

『中
国
近
世
の
都
市
と
文
化
』
昭
和
五
九
年

)

D

U

W

T

,

 

H
u
b
e
r
t

 

ユ
べ
ー
ル
•
デ
ュ
ル
ト

②E
F
E
O

 
(

極
東
学
院

)

研
究
員
、
『法
宝
義
林
』
 

編

集

主

任

③
 1>

H
I
L
O
L
O
G
I
E

 

e
t

 

H
I
S
H
O
I
R
E

 

O
R
I
E
N
T
A
L
E
S
,

 

U
M
-

 

V
E
R
S
I
T
É

 

d
e

 

L
O
U
V
A
I
N
,

 

D
o
c
t
o
r
a
t

⑤
仏

教

学

⑥
漢
訳
経
典
(古
代

仏
教
史
•

戒

律
•

仏
教
美
術
史

)

⑦

『法
宝
義
林
』
第
六
巻
、

C
A
H
I
E
R
S

 
r
y

 
E
X
T
R
Ê
M
E
-
A
S
I
E

『
ラ
モ
ッ
ト
大
智
度
論
』

索
引
の
そ
れ
ぞ
れ
に
参
加

援 

一
雄

 

E
N
O
K
I
,
I
C
a
z
u
o

②
財
団
法
人
東
洋
文
庫
理
事
長
③
東
京
帝
國
大 

学

文

学

部

卒

文

学

博

士

④

一
九
五
ニ
年
一
二
月
数
回
講
演
ギ
メ
美
術
館

そ

の

他

⑤
中

央

ア

ジ

ア

史

東

西

交

渉

史

⑥

ニ

◦

世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
⑦ 

新
疆
の
建
省
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
』
明
末
の
マ
カ
オ

藤
枝

 

晃 

F
U
J
I
E
D
A
,

 

A
k
i
r
a

②
京
都
大
学
名
誉
教
授
③
昭
和
九
年
京
大
文
学
部 

卒

(

東
洋
史
)
文
学
博
士
 

(

旧
制
)

p
h
.

 

D
.

 h. e
.

(

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学

)

④

一
九
七
七
年

一

〇
月
か
ら
一
二
月
ま
で
講
義
中
国
高
等
研
究
所
(他
に
六
四 

年
以
来
、
滞
在
七
回

)

⑤
東

洋

史

⑥
敦

煌

•

ト
ル
フ
ァ
ン
研
究
⑦

「徳
化 

李
氏
凡
将
閣
珍
蔵
」
印
に

つ

い

て

(

『京
都
博
物
館
學
叢
』
七
、

一
九
八
六
年

) 

T
l
l
e
w
a
r
l
i
e
s

r-l-1

 y
p
e
s

 o
f

 

c

trl
n
e
s
e

 B
u
d
d
t
l
l
s

l-l-M
a
n
u
s
c
r
l
p

rl-s E
x
c
a
v
a

rt-e
a

 

i
n

 

T
c
r
f
a
n
,

 

r
s
o
m
a

 

d
e
w
o
r
o
s

w
l
c
e
n
r+
ft
n
a
r
y

 

S
y
m
p
o
s
i
u
m
,

一の 8

払

『敦 

煌
學
導
論
』

(

天
津
、
南
開
大
學
、

一
九
八
一
年
、
中
文

)

福井文
雅

 

F
U
K
U
I
,

 

F
u
m
i
m
a
s
a

②
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
③
早

大

. 

文
研
博
士
課
程

(

東
洋
哲
学

)

満
期
退
学
昭
和
三
四

(

一
九
五
九
)

年
ア
テ
ネ
•
フ 

ラ
ン
セ

A
t
h
é
n
é
e

 f
r
a
n
ç
a
i
s

卒
文
学
博
士
 

(

早
大

)

④

一
九
六
一
年
九
月
か 

ら
六
四
年
八
月
ま
で
フ
ラ
ン
ス
政
府
留
学
生
フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究
院
宗
教 

学
科
、
そ
の
他
国
際
会
議
で
三
回
渡
仏
⑤
中

国

宗

教

史

⑥
漢

訳

仏
典
道
教 

の

呼

吸

法

宗

教

儀

礼

⑦
欧
米
に
お
け
る
道
教
研
究

(

平
河
出
版
社
『道
教
』
三
、

—— 1 5 ——



一
九
八
三
年

)

大
乗
仏
教
と
中
国
思
想

(

春

秋

社

『講
座
大
乗
仏
教
』

一
〇
、
 

一
九
八
五
年

)

『般
若
心
経
の
歴
史
的
研
究
』

(

春
秋
社
、

一
九
八
七
年

)

福
島

 

仁 
F
U
W
U
S
H
I
M
A
,

 

H
i
t
o
s
h
i

②
名
古
屋
大
学
文
学
部
助
手
③
東
大
人
文
科
学
研 

究

所

博

士

課

程

修

了

文

学

修

士

④

一
九
八
五
年
七
月
か
ら
八
月
ま
で
旅
行 

⑤
中
国
哲
学

•

中
西
思
想
交
流
史
⑥
天
主
教
と
明
清
思
想
と
の
影
響
関
係
⑦ 

朱
子
心
性
論
の
成
立
過
程

(

『日
本
中
国
学
会
報
』

三
三
)

朝
鮮
前
期
の
朱
子
学 

に
お
け
る
格
物
論

(

『朝
鮮
学
報
』

一
〇
七

)

『新
編
天
主
実
録
』

と
そ
の

改
訂
に 

関
す
る
資
料
の
諸
問
題

(

名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
第
九
九
集

)

濱田正
美

 

H
A
M
A
D
A
,

 

M
a
s
a
m
i

②
法
政
大
学
経
済
学
部
教
授
③
京
都
大
学
大
学
院 

中

退

④

一
九
七
三
年
九
月
か
ら
七
五
年
六
月
ま
で
留
学
パ
リ
第
三
大
学

、

E
 

H

E

P

⑤
中

央

ア

ジ

ア

史

⑥

チ
ャ
ガ
タ
ィ
語
歴
史
文
献
の
研
究
⑦

U
H
i
s
-

 

■
toire 

d
e
Œ
o
t
a
n

 

d
e

 

M
u

-a-a
m
m
a
d

 

A
*
l
a
m
,

 

Z
i
n
b
u
n
,
1
5
，
一
6
，
一
8

 

一
九
世

紀
ウ
ィ
グ
ル
歴
史
文
献
序
説

(

『東
方
学
報
』

五
五

)

羽
田

 

明 

K
A
N
E
D
A
,

 

A
k
i
r
a

②

(

武
田
)

杏

雨

書

屋

館

長

③
文

学

博

士

④

ー
 

九
三
六
年
九
月
か
ら
三
八
年
九
月
ま
で
留
学
六
四
年
か
ら
六
六
年
ま
で
パ
リ
大 

学
都
市
日
本
館
館
長
七
一
年
講
義
、
七
三

年

講

演

コ

レ

ー
ジ
ユ

•

ド

•
フ
ラ 

ン

ス

⑤
中
央
ア
ジ
ア
史
ト
ル
コ
民
族
史

(

東
西
交
渉
史

)

⑥

東
西
医
学
の 

交

流

⑦
中
央
ア
ジ
ア
史
研
究

(

臨
川
書
店

)

異

域

録

(

編
訳
、
平

凡

社

『東
洋 

文
庫
』、

一
九
八
五
年

)

羽
田

 

正 

H
A
N
E
D
>
M
a
s
a
s
h
i

②
橘
女
子
大
学
助
教
授
③
京

大

•

文
修
、
京

大

• 

文

.
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

パ
リ

第
三
大
学
第
三
期
博
士
課
程
修
了
、

0

0

- 

c
t
e
u
r

 

d
e

 

3
e

 

c
y
c
l
e

④

一
九
八
〇
年
一
一
月
か
ら
八
三
年
七
月
ま
で
留
学 

パ
リ

第
三
大
学
、

フ
ラ
ン
ス

国
立
高
等
研
究
院
第
四
部
門
⑤
西
南
ア
ジ
ア
史 

⑥

一
四
世
紀
以
後
の
東
方
イ
ス
ラ
ム
世
界
史
⑦

L
e

 

s
y
s
t
è
m
e

 

m
i
l
i
t
a
i
r
e

 

s
a- 

f
a
v
i
d
e
.

 

L
e

 

c
h
atre

t

 

l
e
s 

Q
u
i
z
i
l
i
b
à
â
.

(

学
位
請
求
論
文
、
パ
リ
、

一
九
八 

三
年
)
後
期
イ
ス
ラ
ム
国
家
の
支
配

——

サ
フ

ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
場
合
——

(筑
摩 

書

房

『講
座
イ
ス
ラ
ム
』
二
、

一
九
八
五
年

)

原 

實 

H
A
R
A
,

 

M
i
n
o
r
u

②
東
京
大
学
文
学
部
教
授
③
昭
和
二
八
年
東
大
文
学 

部

卒

文

学

博

士

④

一

九

七

九

年

七

月

旅

行

⑤

サ
ン
ス
タ
リ
ッ
ト
文
学
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⑥
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学

平井看慶

H
IRA

I, Yükei

②
大
正
大
学

講

師

④
昭
和
五
四
年
十
月
敦
煌 

学
国
際
会
議

(

パ
リ
)

⑤
中
国
仏
教

(

敦
煌
資
料
研
究

)

学

⑥
中
国
密
教
の 

実

像

⑦
敦
煌
本
密
教
疑
経
典
考

(

『密
教
文
化
』

一
五
〇

)

シ
ル
ク

ロ
ー

ド
と 

し
て
の
朝
鮮
半
島

(

『東
西
交
渉
』
四

—

四
)

「金
剛
般
若
経
」、

「千
手
千
眼
陀 

羅
尼
経
」

(

『講
座
敦
煌
』

7

)

平
川

 

彰 

Hm
A«

AW
A, A

kira

②
東
京
大
学
名
誉
教
授
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
理 

事

長

③
東

大

文

学

部

卒

文

学

博

士

④

一
九
四
〇
年
一
月
滞
在
、

ユ
ネ
ス
コ 

本

部

⑤
仏
教
学
⑦

『八
宗
綱
要
』
上
下

(

『仏
典
講
座
』
三
九
、
大
蔵
出
版

) 

『講

座

•

大
乗
仏
教
』

(

共
編
著
、

春
秋
社
)
そ
の
他

廣川
堯敏

 

HIRO
KA

W
A

, Takatoshi

②
大

正

大

学

講

師

③
大
正
大
学
大
学
院
博
士
課 

程

④

一
九
七
六
年
五
月
か
ら
七
八
年
一
月
ま
で
留
学
フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研 

究

院

⑤
仏
教
学
⑥
敦
煌
文
献
の
研
究
⑦
礼

讃

(

『敦
煌
と
中
国
仏
教

』

7

大
東
出
版
社
、

昭
和
五
九
年

)

掘池信夫

H0

目

KE, Nobuo

②
筑
波
大
学
助
教
授
③
東
京
教
育
大
学
文
学
部
博 

士
課
程
文
学
修
士
⑤
中
国
哲
学
⑥
漢
魏
思
想
史
⑦
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
と 

中

国

(

『筑
波
中
国
文
化
論
叢
』
五

)

マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
晩
年
の
思
想

——

r

キ 

リ
ス
ト
教
哲
学
者
と
中
国
の
哲
学
者
と
の
対
話
」

を
め

ぐ
っ
て

——

(『筑
波
中 

国
文
化
論
叢
』
六

)

池
田

 

温

IK
S

A
, On②

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授
©
東
大
大 

学

院

満

期

退

学

文

学

修

士

④

一
九
六
九
年
一
〇
月

•

七
八
年
一
一
月
、
滞
在 

(

パ
リ
日
本
館

)

⑤
中
国
史
⑥
吐
魯
番

•

敦
煌
文
書
研
究
、
東
ア
ジ
ア
前
近 

代
の
文
化
交
流
⑦

〈唐
令
拾
遺
補
〉
編
纂
を
め
ぐ
っ
て

(

『律
令
制
^
^
中
国 

朝
鮮
の
法
と
国
家
』

)

中
国
古
代
買
田
、
買
園
券
の
一
考
察
(『東
ア
ジ
ア
史
に
お 

け
る
国
家
と
農
民
』
)

中
国
古
代
契
約
文
書
の
整
理
(『中
国
朝
鮮
文
書
史
料
研 

究
』

)

今枝
ニ郎

 
IM

A
EDA

, 
Jiro l

②
大
正
大
学

教

授

③
大
正
大
学
大
学
院
博
士
課
程
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④

ス
ワ
ミ
ニ
先
生
滞
日
中
、
先
生
と
吉
岡
先
生
•
石
井
昌
子
先
生
と
の
四
人
で
研 

究

⑤
唐

代

道

教

⑥
玄

宗

皇

帝

研

究

⑦
弘
法
大
師
に
お
け
る
中
国
思
想
(『川 

崎
大
師
仏
教
文
化
論
集
』

4
) 

道
教
経
典
に
現
れ
た
讖
緯
思
想
に
つ
い
て
(国 

書
刊
行
会
『讖
緯
思
想
の
総
合
的
研
究
』

}
唐
代
に
お
け
る
老
子
注
に
つ
い
て
(国 

書
刊
行
会
『中
国
思
想

•
宗
教
論
集

』
}

石井米雄

I
S
H
I
I
,

 

Y
o
n
e
o

②
京

都

大

学

教

授

③
東
京
外
語
大
中
退
法
学 

博

士

④
旅
行
そ
の
他
、

M
.

 R
o
b
e
r
t

 

L
i
n
g
a
t

と
の
個
人
的
交
渉
⑤
東
南 

ア

ジ

ア

史

⑥
上
座
部
仏
教
と
王
権
思
想

石澤良
昭

 

I
S
H
I
Z
A
W
A
,

 

Y
o
s
h
i
a
k
i

.

②
上
智
大
学
外
国
語
学
部
教
授
、
上
智
大
学
ア
ジ 

ア
文
化
研
究
所
所
長
③
文

学

博

士

④

一
九
七
四
年
一
〇
月
か
ら
七
六
年
九
月 

ま
で
留
学
フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究
院
、
第

四

部

門

⑤

カ
ン
ボ
ジ
ア
碑
刻
文 

学

⑥
東
南
ア
ジ
ア
の
文
化
遺
産
の
保
存
修
復
研
究
⑦

『東
南
ア
ジ
ア
現
代
史 

DT
』

(
共
著
、
山
川
出
版

)

『埋
も
れ
た
文
明
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
』

(
日
本
テ
レ
ビ 

出
版
部
、

一
九
八
一
年

)
『古
代
カ
ン
ボ
ジ
ア
史
研
究
』

(
国
書
刊
行
会
、

一
九
八 

ニ
年

)

石塚晴
道

 

1S
H
I
Z
U
K
A
,

 

H
a
m
m
i
c
h
i

②
北
海
道
大
学
文
学
部
助
教
授
③
昭
和
四
〇
年 

東
大
文
学
部
卒
昭
和
四
ニ
年
東
大
大
学
院
修
士
課
程
修
了
文
学
修
士
④

ー
 

九
六
九
年
七
月
、
滞

在

パ

リ

国

立

図

書

館

⑤
国

語

学

古

文

献

学

⑥
日
本 

書
紀
古
訓
の
研
究
漢
文
の
各
国
訓
み
の
研
究
⑦

『圖
書
寮
本
日
本
書
紀
』
本 

文

篇

•
索
引
篇

•
研
究
篇

(
汲
古
書
院
)
、
岩
崎
文
庫
貴
重
書
書
誌
解
題
稿

 

一
•
ニ 

(
東
洋
文
庫

)

岩

田
 

孝 

I
W
A
T
A
,

 

T
a
k
a
s
h
i

②
早
稲
田
大
学
文
学
部
専
任
講
師
③
早
稲
田
大 

学
文
学
研
究
科

(
博
士
課
程

)
満

期

退

学

p
h
.

 D
.

(
ハ
ン
ブ
ル
ク
犬

)

⑤

仏 

教

論

理

学

⑥
仏
教
論
理
学
に
お
け
る
認
識
と
論
理
⑦
仏
教
論
理
学
派
の
現
量 

除
分
別
性
の
証
明
に
お
け
る
時
間
要
素

(
『日
本
仏
教
学
会
』
四
九
)

同
時
認
識 

に
つ
い
て

(
『東
洋
の
思
想
と
宗
教
』

一
)、
法

称

の

「
s
a
r
h
v
e
d
a
n
a

に
よ
る
有 

形
相
説
論
証
」
と
そ
の
展
開

(
『平
川
博
士
古
稀
記
念
論
集

』
)

彌永信
美

 

I
Y
A
N
A
G
A
,

 

N
o
b
u
m
i

②
文

筆

業

③

フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究
院

E 
P 

H
E
第

四

部

門

中

退

④

一
九
六
四
年
九
月
か
ら
六
九
年
六
月
ま
で
留
学
ナ
ン 

シ

ー

(
高
校
)
そ
し
て
パ
リ

(
E
P
H
E r

é
s
e
c
t
i
o
n
)

 

⑤
仏

教

学

⑥

ョ
ー
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ロ
ッ
パ
精
神
史
に
お
け
る
「東
洋
」
の

意

味

⑦

『幻
想
の
東
洋
——

オ
リ
エ
ン 

タ
リ
ズ
ム
の
系
譜
』

(
青
土
社
、

一
九
八
六
年

)

井筒
俊彦

 

I
Z
U
T
S
U
,

 

T
o
s
h
i
h
i
k
o

②
慶
応
大
学
名
誉
教
授
③
慶
応
大
学
文
学
部
卒 

文

学

博

士

⑤
東

洋

哲

学

⑥
東
洋
哲
学
の
共
時
論
的
構
造
化
⑦

『意
識
と
本 

質
』

(
岩
波
書
店

)
『意
味
の
深
み
へ
』

(
岩
波
書
店
、

一
九
六
〇
年

)

⑧

神
奈
川

上村
勝彦

 

K
A
M
I
M
U
R
A
,

 

K
a
t
s
u
h
i
k
o

②
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
助
教
授
③
昭
和
四 

ニ
年
東
大
文
学
部
仏
語
仏
文
学
卒
、
昭
和
四
五
年
東
大
大
学
院
印
度
哲
学
専
門
課 

程
修
了
文
学
修
士
⑤
イ
ン
ド
学
⑥
イ
ン
ド
古
典
詩
論
⑦

『イ
ン
ド
の
詩 

人
』

(
春
秋
社
、
昭
和
五
七
年

)
『
カ
ウ
テ
ィ
リ
ヤ
実
利
論
』

(
岩
波
文
庫
、

昭
和 

五
九
年

)

B
h
a:s
a L

a
l
a
t
a

の

r
a
s
a

論

(
『印
仏
研
』
三
四
—

一

昭

和

六

〇

金岡照
光

 

K
;
A
2
A
Q
K
>
s
h
ô
k
ô

②
東
洋
大
学
文
学
部
教
授
③
東
京
大
学
文
学
部
卒 

文

学

博

士

④

一
九
八
四
年
一
〇
月
か
ら
一
一
月
ま
で
講
演
(
フ
ラ
ン
ス
外
務
省 

招
聘
教
授

)

フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究
院
、
ア
ジ
ア
研
究
所
⑤
中
国
文
学
語

学

⑥
敦
煌
写
本
に
ょ
る
中
国
中
世
宗
教
文
学
研
究
⑦
『仏
教
漢
文
の
読
み
方
』
 

(
春
秋
社

)
『漢
訳
仏
典
』

(
学
研

)
『敦
煌
の
絵
物
語
』

(
東
方
書
店

)

神

田

信夫

W
A
N
D
A
,

 

N
o
b
u
o

②
明
治
大
学
文
学
部
教
授
③

一
九
四
三
年
東
京 

帝
国
大
学
文
学
部
東
洋
史
学
科
卒
④

一
九
六
三
年
一
二
月
か
ら
六
四
年
二
月
ま 

で
滞
在

(
パ
リ
国
立
図
書
館

)

⑤
東

洋

史

⑥
清

朝

興

起

史

⑦
鑲
紅
旗

檔
、
 

乾
隆
朝

1

(
東
洋
文
庫
、

一
九
八
三
年
)

清
初
の
漢
軍
武
将
石
廷
柱
に
つ
い
て 

(
『駿
台
史
学
』
六
六
、

一
九
八
六
年
二
月

)

狩野直禎

W
A
N
O
,

 

N
a
o
s
a
d
a

②
京
都
女
子
大
学
教
授
③
京
都
大
学
文
学
部
史 

学
科
東
洋
史
専
攻
④

一
九
七
七
年
四
月
か
ら
七
八
年
三
月
ま
で
留
学
コ
レ
ー 

ジ
ュ

•
ド

•
フ
ラ
ン
ス
⑤
中
国
古
代
中
世
史
⑥
後
漢
政
治
史
⑦

『史
記 

人
間
学
を
読
む
』

(
学
陽
書
房
、

一
九
八
四
年

)

『
三
国
史
の
智
恵
』

(講
談
社
現 

代
新
書
、
一
九
八
五
年

)
諸
葛
孔
明

—
政
治
家
と
し
て

(
『懐
徳
』
五
三
、
一
九
八 

四
年

)

加藤
周

 

l
w

A
T

p 's
h
ü
i
c
h
i

②
文

筆

業

③

M
D 

(
東
大

)

④

一
九
五
一
年
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一
〇
月
か
ら
五
四
年
一
二
月
ま
で
留
学

(

そ
の
後
、
講
演

)

パ
リ
、
リ
ヨ
ン
等 

⑤
日

本

思

想

史

日

本

文

化

史

⑥
日
本
文
化
史
序
説
⑦
『日
本
文
学
史
序
説
』

川
口

 

久
雄

 
I
C
A
W
A
G
U
C
H
I
,

 

H
i
s
a
o

②
金
沢
大
学
名
誉
教
授
、
大
東
文
化
大
学
講
師 

③
東

京

文

理

科

大

学

卒

文

学

博

士

④

一
九
六
ニ
年
三
月
か
ら
一
一
月
ま
で
留 

学
フ
ラ
ン
ス
国
文
図
書
館
、
ギ

メ

美

術

館

⑤
敦

煌

資

料

⑥
敦
煌
資
料
と
日 

本

文

学

⑦

『敦
煌
資
料
と
日
本
文
学

』

(

I
 
•

Ir
.

nl
. 

F

、
巌
松
堂
)
『幕
末 

明
治
海
外
体
験
詩
集
』
(勉
誠
社

)

『古
典
の
変
容
と
新
生
』

(

明
治
書
院

)

川合康
三

 

I
C
A
W
A
I
,

 

K
Ô
ZOI

②
東
北
大
学
文
学
部
助
教
授
③
京

大

大

学

院

⑤ 

中

国

文

学

⑥
中

唐

文

学

⑦
韓

愈

の

「古
」

へ
の
志
向

(

『集
刊
東
洋
学
』

五 

一
、

一
九
八
四
年
四
月

)

戯
れ
の
文
学

^

^

韓

愈

の

r

戯
」
を
め
ぐ
っ
て

——

 

(

『日
本
中
国
学
会
報
』
三
七
、

一
九
八
五
年
)

長
安
に
出
て

き
た

白

居

易

(『集 

刊
東
洋
学
』
五
四
、

一
九
八
五
年
十
二
月

)

岸本良彦

W
I
S
H
I
M
O
T
O
,

 

Y
o
s
h
i
h
i
k
o

②
明
治
薬
科
大
学
助
教
授
③
早
稲
田
大
学
文
学

部
及
び
文
学
研
究
科
卒
④

一
九
七
五
年
一
〇
月
か
ら
七
七
年
六
月
ま
で
フ
ラ
ン 

ス
政
府
留
学
生
パ
リ
第
七
大
学
、

フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究
院
⑤
中
国
古
代 

思

想

史

⑥
呂
氏
春
秋
の
研
究
⑦

「中
国
上
代
に
お
け
る
養
生
説
の
思
想
史
的 

考
察
」
「
五
徳
説
と
鄒
衍
に
関
す
る
一
考
察
」
「呂
氏
春
秋
十
二
紀
偽
作
説
と
そ
の 

批
評
」

小林正
美

 

K
O
B
A
Y
A
S
H
I
,

 

M
a
s
a
y
o
s
h
i

②
早
稲
田
大
学
文
学
部
助
教
授
③
早
稲
田
大
学 

大
学
院
文
学
研
究
科
東
洋
哲
学
博
士
課
程
退
学
文
学
修
士
④

一
九
八
〇
年
九 

月
か
ら

一
〇
月
ま
で
共
同
研
究
パ
リ
、
道

蔵

研

究

会

⑤
六
朝
の
三
教
交
渉
史 

⑥
劉
宋
の
天
師
道
の
研
究
⑦
劉
宋
に
お
け
る
霊
宝
経
の
形
成

(

『東
洋
文
化
』
 

六
ニ
、
昭
和
五
七
年

)

霊
宝
赤
書
五
篇
真
文
の
思
想
と
成
立

(

『東
方
宗
教
』
六 

〇
、
昭
和
五
七
年

)

大
道
家
令
戒
の
成
立
に
つ
い
て

(

『東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
 

ニ
、
昭
和
六
〇
年

)

興
膳

 

宏 

§
Z
E
N
,

 

H
i
r
o
s
h
i

②
京
都
大
学
文
学
部
教
授
③
京
大
大
学
院
文 

学
研
究
科
博
士
課
程
④

一
九
八
ニ
年
四
月
か
ら
八
三
年
一
月
ま
で
滞
在
フ
ラ 

ン
ス
国
立
高
等
研
究
院
⑤
中

国

文

学

⑥
中
国
中
世
文
学
理
論
⑦
文
心
雕
龍 

と
出
三
蔵
記
集

(

『中
国
中
世
の
宗
教
と
文
化
』

)

『庾
信
』

(

『中
国
の
詩
人
』
四
、

—— 乙0 — -



集
英
社
)

古
今
集
真
名
序
覚
書

(

『文
学
』、

一
九
八
五
年
一
二
月

)

熊沢精次

W
U
M
A
Z
A
,

 

S
ei
j
i

②
慶
応
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
教
授
③
慶
応
大
学
文 

学

研

究

科

修

士

④

一
九
八
三
年
九
月
か
ら
八
四
年
九
月
ま
で
日
本
語
教
授
•
パ 

リ

第

七

大

学

⑤
日

本

語

教

育

⑥

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
語
教
育
史

楠山春樹

W
U
S
U
Y
A
M
A
,

 

H
a
m
k
i

②
早
稲
田
大
学
教
授
③

一
九
四
三
年
九
月
早
稲
田 

大
学
文
学
部
東
洋
哲
学
専
修
卒
、
文

学

博

士

④

一
九
六
五
年
一
〇
月
か
ら
一
一 

月

ま

で

滞

在

パ

リ

⑤
中

国

思

想

道

教

⑥
道
家
を
中
心
と
す
る
中
国
思
想 

⑦

『老
子
』

(

小

学

館

『中
国
の
人
と
思
想
』、

一
九
八
四
年
)

逍
遙
遊
篇
小
考 

(

『東
洋
の
思
想
と
宗
教
』

ニ
、

一
九
八
五
年
六
月

)

訳

注

『准
南
子
』
中
巻 

(

『新
釈
漢
文
大
系
』
明
治
書
院
、

一
九
八
ニ
年

)

京戸慈光

K
Y
O
D
O
,

 

J
i
k
ô

②

コ
レ
ー
ジ

ュ

•
ド

•
フ
ラ
ン
ス

東
洋
学

術
院
日 

本
学
高
等
研
究
所
所
員
③

フ
ラ
ン
ス

国
立
高
等
研
究
院
修
了
④

一
九
七
五
年

六
月
か
ら
八
六
年
三
月
ま
で
勤
務

(

②

の
研
究
所

)

⑤
仏

教

学

⑥
中
国
仏
教 

疑

偽

経

血

ハ

の

研

究
©

"

 A

 

S
T
U
D
Y

 

0
匀

T
H
W

 

B
U
D
D
H
I
S
T

 

M
A
^
U
- 

S
C
3
R
I
P
T
S

 

O
F

 

D
U
N
-
H
U
A

2G

 : 

C
L
A
S
S
I
F
I
C
A
T
I
O
N

 

A
^
D 

M
E
T
H
-

 

O
D
W
"

"

円

仁
"

『宗
派
別

•

日
本
の
仏
教

•

人
と
教
え

1

•

天

台

宗

』(
小

学

館
)

前田繁
樹

 

M
A
Y
E
D
A
,

 

S
h
i
g
e
k
i

②
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
東
洋
哲
学
専 

攻

博

士

課

程

早

大

文

学

部

副

手

③
文

学

修

士

⑤
中

国

宗

教

史

⑥
六
朝
道 

教

⑦
六
朝
時
代
に
於
け
る
干
吉
博
の
變
遷

(

『東
方
宗
教
』

六
五
、

昭
和
六
〇 

年
)

r

老
君
説
一
百
八
十
戒
序
」
の
成
立
に
つ
い
て

(

『東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
ニ
、
 

昭

和

六

〇

年)

三崎良
周

 

M
I
S
A
K
I
,

 

R
y
ô
s
h
ü

②
早
稲
田
大
学
教
授
③
早
稲
田
大
学
文
学
部
東
洋 

哲
学
科
卒
業
、
同
大
学
院

(

旧
制
)
修
了
文
学
博
士

 

(

早
大

)

④

一
九
七
ニ 

年
十
日
間
、
旅

行

⑤
密
教
学

•

密

教

史

⑥
五
大
院
安
然
の
密
教
思
想
⑦
五 

大
院
安
然
の
曼
荼
羅
思
想

^

^

^

特
に
金
剛
界
に
つ
い
て
——

(『平
川
博
士
記
念 

論
文
集
』
)

東
密
に
お
け
る
蘇
悉
地

——

特
に
そ
の
伝
承
説
に
つ
い
て

^

^

 

(『天 

台
学
報
』
ニ
七
、

——

特
に
そ
の
印
信
に
つ
い
て

——

(
『東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
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三
)

五
大
院
安
然
と
本
覚
讃

(

浅

井

編

『本
覚
思
想
の
研
究

』
)

宮川尚
志

 

M
I
Y
A
W
A
W
A
,

 

H
i
s
a
y
u
k
i

②
東

海

大

学

教

授

③
京

大

卒

⑤
東
洋
史

宮沢正
順

 

M
I
Y
A
Z
A
W
A
,

 

S
l
i
o
h
j
u
n

②
大
正
大
学
文
学
部
専
任
講
師
③
大
正
大
学
大
学 

院

修

士

課

程

終

了

文

学

修

士

⑤
日

中

宗
教
文
化
⑥
道
教
の
人
間
論
曾

锆

 

の
研
究
——

『道
枢
』
を
中
心
と
し
て

——

⑦

「道
教
文
学
序
説
』
(『牧
尾
博
士 

頌
寿
記
念
論
集
中
国
の
宗
教

•

思
想
と
科
学
』

「道
枢
の
一
考
察
」

(『東
方
宗 

教
』
第
六
三
号

)

「道
教
の
寿
命
論
」

(

『那
須
博
士
米
寿
記
念
仏
教
思
想
論
集

』

)

森安孝
夫

 

M
O
R
I
Y
A
S
U
,

 

T
a
k
a
o

②
大
阪
大
学
文
学
部
助
教
授
③
東
京
大
学
文
学 

部
卒
、
東
大
大
学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
文
学
修
士
④

一
九
七
八
年
一 

〇
月
か
ら
八
〇
年
七
月
ま
で
留
学
パ
リ
、
国
立
図
書
館
、
ギ
メ
美
術
館
、

フ
ラ 

ン
ス
国
立
高
等
研
究
院
⑤
中

央

ア

ジ

ア

史

⑥
ウ
ィ
グ
ル
文
書
•
碑
文
の
歴
史 

的

研

究

「善
悪
因
果
経
」

(

モ
ン
ゴ
ル
文

•

漢

文
•

チ
ベ
ッ
ト
文

•

ソ
グ
ド
文
) 

の

比

較

研

究

⑦
吐
蕃
の
中
央
ア
ジ
ア
進
出
(『金
沢
大
学
文
学
部
論
集
史
学

科
篇
』
四
、

一
九
八
四
年

)

ウ
イ
グ
ル

語

文

献

(

『講
座
敦
煌
』

6
、

一
九
八
五 

年
)

チ
ベ
ッ
ト

文
字
で
書
か
れ
た

ウ
ィ
グ
ル

文
仏
教
教
理
問
答

(
p
.
t
.
l
2
9
2

)

の 

研

究

(

『大
阪
大
学
文
学
部
紀
要
』

ニ
五
、

一
九
八
五
年

)

明
神

 

洋 

M
Y
Ô
J
I
N
,

 

H
i
r
o
s
h
i

:

■ 

②
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
東
洋
哲
学 

専

攻

博

士

課

程

③
文

学

修

士

④

一
九
八
五
年
一
〇
月
、
パ
リ

•

コ

a

ッ
ク
に 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し

て

参

加

⑤
六

朝

宗

教

史

⑤
五
—
六
世
紀
の
中
国
仏
教 

⑦
中
国
仏
教
徒
の
焼
身
と
道
教

(

『文
学
研
究
科
紀
要
別
冊
』

一
一
)、

ス
タ
ン 

『盆
栽
の
宇
宙
誌
』

(

共
訳
、
せ
り
か
書
房

)

中
村

 

元 

N
A
K
A
M
U
R
A
,

 

H
a
j
i
m
e

②
東

方

学

院

院

長

④
数

回

旅

行

⑤

I
n
d
i
a
n

 

a
n
d

 

r
o
m
p
a
r
a
t
l
v
e

 

p
h
i
l
o
s
o
F
l
h
y

 

©

>

H
l
s

r-to
r
y

 

o
f

 

E
a
r
l
y

 

V
e
d
â
n
t
a

 

P
h
i
l
o
s
o
p
h
y

 

v
o
l
.
r
p
u
b
l
i
s
h
e
d

 

b
y

 

M
o
t
i
l
a
l

 

B
a
n
a
r
s
i
d
a
s
s

中村璋
八

 

N
A
K
A
M
U
R
A
,

 

S
h
ô
h
a
c
h
i

②
駒

沢

大

学

教

授

③
東
京
文
理
大
卒
文
学
博
士 

⑤
中

国

思

想

史

⑥
中
国
の
民
族
思
想
の
研
究

(

讖
緯
思
想

•

陰
陽
五
行
説
等

)
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⑦

『重
修
緯
書
集
成
』、

『
五
行
大
義
』
校
註
及
び
全
釈
、

『
日
本
陰
陽
道
書
の
研 

究
』

成瀬隆
純

 

N
A
R
U
S
E
,

 

T
a
k
a
z
u
m
i

②
早
稲
田
大
学
文
学
部
講
師
③
早
稲
田
大
学
大 

学
院
文
学
研
究
科
④

一
九
六
九
年
八
月
一
週
間
、
旅

行

⑤
仏

教

学

⑥
中
国 

浄

土

教

⑦
中
国
浄
土
教
と
自
撲
懺
悔
、
弘
法
寺
釈
迦
才
考
、
中
国
浄
土
教
に
於 

け
る

菩
薩
観

小河繊衣

O
G

p 'o
r
i
e

②
文
京
女
子
短
期
大
学
英
文
科
教
授
(
フ
ラ
ン
ス 

語
、
哲
学

)

③

早
稲
田
大
学
大
学
院
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
科
博
士
課
程
文
学 

修

士

④

一
九
七
〇
年
七
月
か
ら
一
一
月
ま
で
フ
ラ
ン
ス
政
府
招
聘
パ
リ
大 

学

⑤
フ
ラ
ン
ス
文
学
哲
学
比
較
思
想
比
較
文
学
⑥
ガブリ

H

ル
•
マ 

ル
セ
ル
研
究
明
治
期
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
思
想
の
移
入
⑦

シ
モ

I

ヌ

•
ヴ 

エ
イ
ュ
研
究

(

『文
京
女
子
短
期
大
学
英
語
英
文
学
科
研
究
紀
要
』、

一
九
八
三

• 

八
四
•

八
五
年
)

大
地
東

 

豊 

O
J
I
H
A
R
A
,

 

Y
u
t
a
k
a

②
京
都
大
学
名
誉
教
授
③
京
都
帝
国
大
学
文
学 

部

卒

業

④

一
九
五
ニ
年
八
月
か
ら
五
三
年
八
月
ま
で
留
学
、
そ
の
後
、
滞
在 

講
演
計
六
回
パ
リ
、

I
n
s
t
i
t
u
t

 

d
e

 

c
i
v
i
l
i
s
a
t
i
o
n

 

i
n
d
i
e
n
n
e

⑤
イ
ン
ド
(古 

典
)

文
献
学
⑥

b

/

î

ar
m
»

-

s

»m
s

c

c.a
.
y
a
, ed

.

 

L
m
,

 

r
e
c
o
n
s
i
d

 办
 r

e
e

 

⑦
 L

e

 

M
p
d
a
u
p
s
{ 一m

i
i
v
a
u
a
,

 

b
h
à
n
a

 

d
e

 

G
n
a
n
a

 
必 
y
PJI
m
a : 

é
d
i
t
i
o
n

 

r
e
v
u
e

 

et: 

c
o
r
r
i
g
é
e

 

广 a p
a
r
a
î
t
r
e

 i
n

 

:

^

s
g
5
, 

III)

岡
山

 

隆 

O
K
A
Y
A
M
A
,

 

T
a
k
a
s
h
i

②
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
③
早
稲
田 

大
学
政
治
経
済
学
部
、
旧

制

大

学

院

④

一
九
五
〇
年
八
月
か
ら
五
四
年
一
一
月 

ま
で
フ
ラ
ン
ス

政
府
留
学
生
旅
行
、
滞
在
、
講

演

(
一
九
六
九
年
一
〇
月
か
ら 

七
一
年
一
月
、
八
三
年
五
月
か
ら

 

一
◦月
ア
ン
ジ

h

大
、
パ
リ
大
学

S
c
i
e
n
c
e

 

P
ô
)

 

⑤
経

済

学

(

国
際
経
済
学

)

⑥
先
進
国
間
の
経
済
相
互
依
存
性
⑦
語 

り
た
い
、
伝
え
た
い
夢

(

東
京
都
一
九
八
五
年
国
際
青
年
年
)

早
稲
田
大
学
人 

文
科
学
研
究
所
の
こ
と

(

早
大
社
会
科
学
研
究
所

)

小名康之

O
N
A
,

 

Y
a
s
u
y
u
k
i

②
青
山
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授
③
東
大
大
学 

院

修

士

④

一
九
八
五
年
と
七
八
年
、
資
料
調
査
旅
行
フ
ラ
ン
ス
国
立
図 

書
館
、

フ
ラ
ン
ス
史
料
館
⑤

一
七
世
紀
イ
ン
ド
史
⑥

一
七
世
紀
後
半
の
イ
ン
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ド
と
フ
ラ
ン
ス
⑦
フ
ラ
ン

ソ

ワ

=

ル

=

グ
 ̂—

の
手
紙
を
め
ぐ
っ
て

-
-

-
フ̂
ラ
ン

ス
東
イ
ン
ド
会
社
と
ム
ガ
ル

——

(『青
山
史
学
』
八
、

一
九
八
四
年

)

坂出祥
伸

 
S
A
L
A
D
E
,

 

Y
o
s
h
i
n
o
b
u

②
関
西
大
学
文
学
部
教
授
③
京
大
大
学
院
文
学
研 

究
科
修
士
課
程
了
 

(
中
国
哲
学

)

文

学

博

士

④

一
九
八
五
年
九
月
か
ら
一
〇 

月
ま
で
滞
在
日
仏
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
⑤
中

国

哲

学

⑥
中
国
古
代
養
生
思 

想

⑦

『中
国
近
代
の
思
想
と
科
学
』

(

同
朋
舎
•

一
九
八
三
年

)

『康
有
為
』
(集 

英
社
、

一
九
八
五
年

)

風
の
観
念
と
風
占
い

(

新
田
大
作
編
、

『中
国
思
想
研
究 

論
集
』、

一
九
八
六
年
雄
山
閣

)

酒井忠
夫

 

S
A
W
A
I
,

 

T
a
d
a
o

②
筑
波
大
学
名
誉
教
授
③
東
京
文
理
大
卒
(
一
 

九
三
五
年

)

文

学

博

士

④

一
九
七
五
年
三
月
旅
行
、
講

演

コ

レ

ー
ジ
ユ

• 

ド

•
フ

ラ

ン

ス

シ
ナ
高
等
研
究
所
⑤
中

国

史

(

特
に
道
教
及
び
帮
会

)
⑥
三 

教
合
一
と
道
教
、
帮

会

⑦
中
国
史
上
の
道
教
と
迷
信
批
判
(『牧
尾
良
海
博
士 

頌
寿
記
念
論
集
』、
昭
和
五
九
年
)

近
現
代
中
国
に
お
け
る
善
書
と
新
生
活
運
動 

(

『宗
教
社
会
史
研
究
』

11

、
昭
和
六
〇
年

)

里道徳
雄

 

S
A
T
O
M
I
C
H
I
,

 

N
o
r
i
o

②
東
洋
大
学
助
教
授
③
東
洋
大
学
大
学
院
博
士 

課

程

修

了

文

学

修

士

⑤
中
国
仏
教
史

澤

(
旧
姓
、
太
田
)
美

香

S
A
W
A
,

 

M
i
k
a

②
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
東
洋
史
専 

攻

博

士

課

程

③
文

学

修

士

⑤

一
七
世
紀

•

一
八
世
紀
に
お
け
る
ョ
ー

a

ッ
パ 

と

中

国

の

交

流

⑥
皇
輿
全
覧
図
の
研
究
⑦

「
皇
輿
全
覧
図
」
に
つ
い
て

^

, 

チ
ベ
ッ
ト
図
作
成
を
め
ぐ
っ
て

^

^

 

(『文
学
研
究
科
紀
要
別
冊
』

一
一

 

一
九 

八
四
年
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

)

「皇
輿
全
覧
図
」
に
つ
い
て
の
新
史 

料
^

^

『宮
中

檔
康
熙
朝
奏
摺
』
収
録
の
地
図
関
係
奏
摺

——

(『史
観
』

一
二
ニ
、
 

一
九
八
五
年
九
月

)

滋賀秀三

S
H
I
G
A
,

 

S
h
ü
z
ô

②
千
葉
大
学
法
経
学
部
教
授
③
東
京
帝
国
大
学
法 

学

部

卒

業

法

学

博

士

④

一
九
六
八
年
四
月
か
ら
八
月
ま
で
滞
在
(
パ
リ
国 

立
図
書
館
で
仕
事

)

、
各

地

旅

行

⑤
中

国

法

制

史

⑥
概

論

的

考

察

⑦

『清 

代
中
国
の
法
と
裁
判
』

(

創
文
社
、

一
九
八
四
年

)
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白 

土 

わ
か

 

S
H
I
R
A
T
P

 

W
a
k
a

②
大
谷
大
学
講
師

(

非
常
勤

)

③

東
京
女
子
高
等 

師
範
学
校
文
科
卒
、
大
谷
大
学
仏
教
学
科
卒
④

一
九
六
五
年
一
〇
月
か
ら
六
七 

年
一
〇
月
ま
で
留
学
、

一
九
八
ニ
年
五
月
か
ら
九
月
、
講
演
フ
ラ
ン
ス
国
立
高 

等
研
究
院
、

コ
レ
ー
ジ
ュ

•

ド
•

フ

ラ

ン

ス

⑤
仏

教

学

⑥
日
本
天
台
の
思
想 

史

的

研

究

⑦
良
忍
上
人
と
曼
殊
院
本
『出
家
作
法
』

(

『良
忍
上
人
の
研
究
』
昭 

和
五
六
年

)

最
澄
に
お
け
る
時
と
機
の
認
識
に
つ
い
て
(『
日
本
仏
教
学
会
年 

報
』
四
九
)

日
本
天
台
に
お
け
る
論
義
の
系
譜

——

序

説

(『犬
谷
大
学
研
究
年 

報
』
三
六
)

菅原信
海

 

S
U
G
A
H
A
I
R
A
,

 

S
h
i
n
k
a
i

②
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
③
早
稲
田
大
学 

文
学
部
東
洋
哲
学
専
修
卒
④

一
九
七
七
年
四
月
か
ら
八
月
ま
で
旅
行
⑤
日
本 

思

想

史

⑥
天
台
神
道
の
研
究
⑦

『山
家
最
略
記
』

に

つ

い

て

(『早
大
大
学 

院
文
研
紀
要
』
ニ
九

)

『耀
天
記
』

の
成
立

(

『東
洋
の
思
想
と
宗
教
』

一
)

『神 

道
大
系
』
日
光
•
ニ
荒
山

高
橋

 

稔 

T
A
K
A
H
A
S
H
I
,

 

M
i

l

②
東
京
学
芸
大
学
教
授
③
東
京
大
学
大
学
院
博 

士

課

程

文

学

修

士

④

一
九
八
ニ
年
五
月
か
ら
八
三
年
一
月
ま
で
、
文
部
省
在

外

研

究

員

パ

リ

国

立

図

書

館

他

⑤
中

国

文

学

⑥
中
国
古
代
の
説
話
文
学
の 

研

究

⑦
眉
間
尺
故
事

(

東
大
出
版
『中
国
の
古
典
文
学
』、

一
九
八
一
年
)
『
六 

朝
唐
小
説
集
』

(

共
著
、

学
習
研
究
社
『中
国
の
古
典
』
三
二
、

一
九
八
ニ
年

) 

中
国
に
お
け
る
説
話
文
学
の
諸
相

(

至

文

堂

『国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』

一
九
八 

四
年
九
月
)

高崎直
道

 

T
A
K
A
S
A
K
I
,

 

J
i
k
i
d
ô

②
東

京

大

学

教

授

③

一
九
五
〇
年
東
大
文
学
部 

(

イ
ン
ド
哲
学

)

卒
文
学
博
士
、

p
h
.
D
.

⑤
印
度
哲
学
と
く
に
イ
ン
ド
仏
教 

⑥
喩
伽
行
派
文
献

(

唯
識
と
如
来
蔵
思
想
の
交
渉

)

研

究

⑦

K
ô
b

olD
a
i
s
h
i

 

a
n
d

 

T
a
t
h
à
g
a
t
a
g
a
r
b
h
a

 

T
h
e
o
r
y
.
^
C
T
A
^
5
L
4
7
7
C
.
A

 

4
7
，
一
9
5
8

「諸

法
無
我
」
考

(

中
村
瑞
隆
博
士
古
稀
記
念
『仏
教
学
論
集
』、

一
九
八
五
年
春
秋

社
)

ア
ー
ラ
ヤ
識
と
縁
起

-
-
-
執̂

受

u
p
à
d
à
n
a

と
の
関
連
-

-

-

-(平
川
博
士

古
稀
記
念
論
集
『仏
教
思
想
の
諸
問
題
』、

一
九
八
五
年
、
春
秋
社

)

田中文
雄

 

T
A
N
A
I
C
A
,

 

F
u
m
i
o

②
愛
国
学
園
短
期
大
学
講
師
③
大
正
大
学
大 

学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
修
了
文
学
修
士
④

一
九
八
五
年
九
月
か
ら
一
〇
月 

ま
で
、
パ
リ
の
コ
ロ
ッ
ク
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
兼

対
論
者
と
し
て

参

加

⑤
中
国
哲 

学

⑥
中
国
に
お
け
る
三
教
交
渉
⑦
六
朝
知
識
人
の
五
戒
理
解
の
一
側
面
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(
『豊
山
教
学
大
会
紀
要
』、

昭
和
五
七
年

)

太
平
経
の
還
神
法
に
つ
い
て
(牧 

尾
先
生
記
念
論
文
集
『中
国
の
宗
教

•
思
想
と
科
学
』、
昭
和
五
九
年
)
「
五
輪
九 

学
秘
釈
」
の
背
景
思
想
に
関
す
る
一
管
見

^
^
道

教

•
医
学
の
両
側
面
に
つ
い
て 

(
『豊
山
教
学
大
会
紀
要
』、

昭
和
五
九
年

)

田中於

莬

彌

T
A
N
A
K
>
o
t
o
y
a

③
東
京
大
学
文
学
部
梵
文
学
科
卒
④
昭
和
四
八 

年

学

会

参

加

⑤

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
、
イ
ン
ド
文

化

史

⑥

「
ク
ッ
タ
ー
一
丨 

•
マ
タ
」
の
翻
訳
と
研
究
⑦

『イ
ン
ド
の
神
話
』

(
筑
摩
書
房
『世
界
の
神
話
』
 

六
、

一
九
八
ニ
年

)

『遊
女
の
手
引
き
』

(
平
河
出
版
社
、

一
九
八
五
年

)

渡会

 

顕 

W
A
T
A
R
A
I
,

 

A
k
i
r
a

②
大
正
大
学
総
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
③
大
正
大 

学
大
学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
中
退
文
学
修
士
⑤
中
国
思
想

•
宗
教

⑥
漢 

代
思
想

•
宗

教

⑦

「漢
代
儒
教
国
教
化
に
関
す
る
ニ
、
三
の
考
察
」

「漢
武
帝 

に
よ
る
太
一
神
祭
祀
の
一
考
察
」

「中
国
に
お
け
る
生
命
観
の
一
側
面
」

八木

 

徹

Y
A
G
I
,

 

T
ô
r
u

.

. 

②
大
阪
学
院
短
期
大
学
講
師
③
京
都
大
学
卒

D
o
c
t
o
i
r
a
t

 

d
e

 

3
e

 

c
y
c
l
e

④

一
九
七
七
年
一
〇

月
か
ら

一
九
八
〇
年

三
月

ま 

で
留
学
パ
リ
第
三
大
学
⑤
ィ
ン
ド
学

⑥a
s
i
d
d
b
a
v
a
d
b
h
â
v
a

 

(
p
â

-3-sü, 

6
,
4
,
2
2
—
5
7

 

⑦"
L
e

 

M
a
h
à
b
h
à
s
v
a

 

a
d

 

p
â
u
n
i

 6. 4
•一

丨1
9

 
ノ 

P
a
r
i
s
,

 

1
900
4

山田
利明

 

Y
A
M
A
D
A
,

 

T
o
s
h
i
a
k
i

②
東
洋
大
学
専
任
講
師
③
大
正
大
学
大
学
院
博
士 

課

程

文

学

修

士

④

一
九
八
五
年
九
月
か
ら
一
〇
月
ま
で
、
パ
リ
の
コ
ロ
ッ
ク 

に

参

加

⑤
中

国

哲

学

⑥
六
朝
道
教
経
典
成
立
史
⑦
霊
宝
五
符
の
成
立
と
そ 

の
符
瑞
的
性
格

(
『讖
緯
思
想
の
綜
合
的
研
究
』
)

道
蔵
十
二
類
成
立
に
関
す
る 

一
資
料
の
背
景

C

『牧
尾
先
生
記
念
論
文
集

』
}

山 

ロ瑞
鳳

 

Y
A
M
A
G
U
C
H
I
,

 

Z
u
i
h
ô

②
名
古
屋
大
学
教
授
③
東
京
大
学
文
学
部
梵
文 

卒

文

学

博

士

④

一
九
五
七
年
一
〇
月
か
ら
六
四
年
九
月
ま
で
留
学
パ
リ
、
 

C
N
R
S
と

E

P

H

E
(
フ
ラ
ン
ス

国
立
高
等

研
究
院

)

⑤

チ
ベ
ッ
ト
学

⑥ 

チ
ベ
ッ
ト
史

(
古

代

•
敦

煌

•
ダ
ラ
ィ

•
ラ
マ
政
権
成
立
史
)

チ
ベ
ッ
ト
語
歴 

史
文
法
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
教
理

(
ゲ
ル
ク
派

)
学

⑦
『吐
蕃
王
国
成
立
史
研
究
』
 

「
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
」

(
『敦
煌
胡
語
文
献
』
講
座
敦
煌

6
) 

チ
ベ
ッ
ト
語
文
典 

の
不
備

(
『東
大
文
学
部
文
化
交
流
研
究
施
設
紀
要
』
六
、
七

)



山中一
郎

 

Y
A
M
A
N
A
K
A
,

 

I
c
h
â

:

②
京
都
大
学
文
学
部
助
教
授
③

一
九
七
六
年
京
大 

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
退
学
④

一
九
七
〇
年
七
月
か
ら
七
三
年
八 

月
ま
で
留
学
パ
リ

I

大
学
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
大
学
理
学
部
⑤
先
史
学
⑥
石 

器
型
式
学
の
研
究
⑦
パ
ン
ス
ヴ
ァ
ン

(

『文
化
財
学
報
』

三
、

一
九
八
四
年

) 

中
国
の
旧
石
器
時
代
文
化
研
究
の
た
め
に

(

『旧
石
器
考
古
学
』、

一
九
八
五
年

)

編集
後記

0

 

『通
信
』
の
発
刊
が

ま
る
ま
る

一
年
分
も
お
く
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
は
、
 

ひ
と
え
に
事
務
局
側
の
事
情
に
ょ
る
も
の
で
、
深
く
お
詫
び
し
な
け
れ
ば
な
り
ま 

せ
ん
。
実
は
、
川
崎
は
昨
年
四
月
に
東
洋
大
学
の
専
任
講
師
に
就
任
以
来
、
自
由 

な
時
間
が
極
度
に
少
な
く
な
り
、
弥
永
は
自
著
『幻
想
の
東
洋
』
の
執
筆
•
校
正 

に
追
わ
れ
、
福
井
も
や
は
り
文
部
省
助
成
金
に
ょ
る
期
限
つ
き
の
仕
事
に
追
わ
れ
、
 

そ
の
間
ま
た
海
外
出
張
も
あ
っ
た
り
し
て
、

要
す
る
に
、

事
務
局
三
人
が
こ
の 

『通
信
』
の
編
集
に
当
れ
る
時
間
が
、
昨
年
度
中
は
皆
無
に
近
か
っ
た
の
で
す
。
 

こ
の

三
人
以
外
に
事
務
局
員
は
い
ま
せ
ん
の
で
、
三
人
と
も
気
に
は
し
な
が
ら
も
、
 

心
な
ら
ず

も

と

ぅ

と

ぅ

今
日
に
至
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

〇

し
か
し
な
が
ら
、
会
員
の
方
々
に
と
っ
て
必
要
な
事
柄
は
、
そ
の
都
度
、
短 

信
や
葉
書
で
出
来
る
限
り
お
知
ら
せ
し
て
来
た
つ
も
り
で
す
。
本
号
は
、
そ
れ
ら 

の

通
知
状
を
ま
と
め
て
、
改
め
て

こ
こ
に

収
録
し
ま
し
た
。
後
々
の
記
録
、
参
考

資
料
に

も
な
ろ
ぅ
か
と

思
ぅ
か
ら
で
す
。

〇

事
務
局
が
日
仏
会
館
か
ら
早
稲
田
大
学

•

文
学
部
八
階
へ
と
移
り
ま
し
た
。
 

そ
の
理
由
は
本
号
の
中

(

四

べ

ー

ジ)

に
も
詳
し
く
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ 

に
伴
な
っ
て
、
こ
の
四
月
か
ら
、

つ
ま
り
、

一
九
八
七
年
度
か
ら
、
事
務
局

ス
タ 

ッ
フ
が
大
部
分
替
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、

こ
れ
に
引
き
つ
づ
い
て
出
す
次
号 

『通
信
』
に
報
告
し
ま
す
が
、
本
号
の
発
刊
は
、
そ
の
新
ス
タ
ッ
フ
に
ょ
る
初
仕 

事
で
す
。

〇

「会
員
自
己
紹
介
」
そ
の
他
に
誤
記
や
追
加
記
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮 

な
く
御
連
絡
下
さ
い
。
そ
の
他
の
記
事
に
つ
き
ま
し
て
も
同
様
で
す
。
宛
先
は
本 

号
の
四
べ
ー
ジ
に
出
て
い
ま
す
。

〇

印
刷
所
も
早
稲
田
大
学
印
刷
所
に
替
り
ま
し
た
。
方
々
の
印
刷
所
に
当
っ
て 

検
討
し
た
結
果
で
す
。
本
号
の
出
版
に
つ
い
て
、
そ
の
寺
田
印
刷
部
長
ほ
か
関
係 

の
方
々
か
ら
格
別
の
御
配
意
を
頂
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で 

す
。

(
F • 

F
;

昭

和

六

ニ

年(

一
九
八
七
)
度
会
合
の
お
知
ら
せ

-

-

-

-

-

-

-

会
則
に
ょ
れ
ば
、
会
員
総
会
は
年
一
回
で
宜
し
い
の
で
す
が
、
種
々
な
理
由
か 

ら
昨
年
度
は
二
回
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
夏
に
も
、
総
会
か
評
議
員
会
か
を
予
定 

し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
は
、

こ
ぞ
っ
て
御
参
集
下
さ
い
。
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